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第1章　序論

1．1．研究の意義

　ブナ林’は冷温帯の極相とされ，日本の冷温帯性落葉広葉樹林を代

表する群落である．その自然分布は梱ま北鱗の黒松内低地から南

は大隅半島の高隈山までである．ブナ林の分布域は暖かさの指数

（WI）で説明されており，その範囲はWI45（デ85℃・月といわれてい

る（吉良1949）．本研究の対象地域とした本州中部で標高に換算す

ると，約700～800血以上1700～1800m以下に相当する．ブナ林は，

その種組成の違いによって太平洋型ブナ林（スズタケーブナ群団）

（鈴木1949a）と日本溝型ブナ林（チシマザサーブナ群団）〈鈴木1949b）

に分けられ，太平洋型ブナ林はブナ以外にも多様な樹種が混生し，

日本海型ブナ林は種組成が単純で，ほぼ純林の相観を呈する特徴が

ある（藤田1986）・

　ブナ林は様々な機能を持っ群落といわれ，その主な例として，多

様な動植物の生活の場（由井1991）としての生態的機能や・土壌流

出防止〈餅・竹内1991，林1996）や水源瀦（村井1991嚇1996）・

優れた景観を提供するなどの公益的機能が挙げられる・

　このようにブナ林は，生態的にも公益的にも重要な森林群落であ

るにもかかわらず，伐採やスギやヒノキの植林のため残されている

面積は少ない．特に太韓型ブナ絢ま再生が困難といわれており（島

野1993，1994，1996，1998），ブナ林の復元は重要な課題となってい

る．ブナ林の天然更新技術についての研究（前田ほか1967，前田1988＞

も進められているが，これは日本海型ブナ林を対象としたもので太

平洋型ブナ林を対象としたものは少ない．

　残された太平洋型ブナ林も衰退しているのが現状で，本研究の対

象地域である本州中部地域でも健全なブナ林は少ない・剛こ丹沢山

地ではブナ林をはじめとする自然環境に関する調査が盛んにおこな

われており，酸性雨や酸性霧などの大気汚染が原因といわれる樹木

の立ち枯れ（丸田7臼井1997a，　b）や，シカの被食による植被率や
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構成種の減少や変化（遠山・坂井1993，大野・尾関1997，古林ほか

1997）などブナ林の衰退の現状が報告されている．

　種組成の変質として，タンザワイケマやマルバダケブキ，バイケ

イソウなどシカの不嗜好性植物の増加や，シカの剥皮によるブナ，

ヒコサンヒメシャラ，ケヤキなど樹皮の硬い種を除く樹禾の枯死（古

林ほか1997），ミヤマクマザサやスズタケなどの退行（矢ヶ崎ほか

1997）などの現象が報告されてk・る．ササ類の衰退については矢ヶ

崎｛まか（1997）が詳細ir報告しており，スズタケが退行することで

小型草本が多数出現するようになり，種組成にも大きな影響を与え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lているとしている．遠山・坂井（1993）は，シカによる種組成の変

化を群集レベルの変化として捉え，クワガタソウーブナ群集と位置

づけた．その後大野・尾関（1997）は，このような種組成の変化は

群集とは異質なものkして、ヤマボウシーブナ群集またはオオモミ

ジガサ＿ブナ群集の退行相とした．いずれにせよ大きな種組成の変

化が生じていることが確認されている．

　こうした現状をうけて，植生保護柵の設置などのブナ林の劣化を

防ぐ対策がとら治いるが，ブナ林の持つ高い生態的機能を維持゜

復元するには，構成種を含めたブナ林を本来の姿に回復することが

望ましい．

　そのためには，ブナ林の種組成を把握し，どのような条件によっ

て種組成が異なってくるのか，その機構を明らかにする必要がある・

そうすることによって，本来のブナ林の種組成を推測することが可

能となり，健全性の指標や回復渡を計るための資料となる．また，

多様な樹種が混生する太平洋型ブナ林は，ブナとその他の多くの樹

種が混生することで維持・再生可能な構造を保つ〈島野1996・1998＞

とされており，生態的にみてもブナ林の種組成を明らがにすること

は重要である．

1．　2．ブナ林の種組成についての研究史

昨のブチ林の種組成に関する研究は・おもに植物社会学によっ
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ておこなわれてきた．日本のブナ林の植物社会学的研究は，鈴木

（1949a，1949b）による太平洋側のスズタケーブナ群集と，日本海側の

チシマザサーブナ群集の記載に始まる．その後，ヤマボウシーブナ

群集（宮脇ほか1964）やツクバネウツギーブナ群集（Sasaki　1970）な

ど，数多くの群集が記載されてきた．S・・ad（1970）は・日本のブナ

林の体系化をおこない，地理的に種組成の異なる7群集を認めてい

る．その後，福嶋ほかく1995）は体系の再検討をおこない，明瞭な

標徴種と固有の分布域をもっ5群集18亜群集にまとめている．彼

らによると，太平洋側の山岳におけるブナ林の分布は不連続で各山

域ごとに孤立しており，一般にブナ林の発達は貧弱であるのに加え，

日本海型ブナ劇こ見られるような雪による組成の均一化の効果も弱

く，各地域のブナ林に地理的に異なる組成的特徴が現れやすいとい

う．一方，亜群集以下の下位単位は隣接する他の植生単位を特徴づ

ける種で区分され、標高や土壌水分環境などの生態的要因に起因す

るとしている（福嶋ほか1995）．この点について西尾・福嶋（　1996）

は，九州地方のブナ林における種組成の分化機構に関する研究で，

ブナ林に隣接する群落は地域ごとに異なり，隣接群落との組成的な

っながりによってブナ林の下位単位は異なる種組成に分化するとし

ている．福嶋ほか〈2001＞では，太平洋側では亜群集の組成的独自

性が強く，亜群集は群集が地理的・生態的な環境の影響を受けて組

成分化を起こしたものとしており，太平洋型ブナ林の亜群集の分化

の多くは，シオジーニレオーダーの種を識別種とする湿性タイプで，

平鯛効果隔嶋・岡崎1995）婿係したものとしている・このよ

うに種組成の分化機構は複雑で，分化にはレベルごとに異なる要因

が重層的に作用すると考えられ，種組成分化機構の解明には，どの

ような特性をもつ樹こよって，どのような環境条件に対応して種組

成が分化するのか，要因について詳細な解析に基づいた研究を展開

する必要がある．

　本研究で対象とする本州中部太平洋側地域は，福嶋ほか（1995）

によるヤマボウシーブナ群集の分布域とスズタケーブナ群集の分布
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域との移行域にあたる．当地域からは，スズタケーブナ群集（鈴木

1949a），ヤマボウシーブナ群集（宮脇ほか1964），オオモミジガサー

ブナ群集（宮脇ほか1964），コアジサイーブナ群集く高木・遠山1987）

などが記載されており，ブナ林の種組成は高い変異性が見込まれる．

1．3．研究の目的と方針

　本研究では，本州中部太平洋側地域を対象にブナ林の種組成に違

いが生じる仕組み（種組成分化機構）について，上に示されている

多くの見解をふまえながら，組織的に解明することを目的とした．

　これまでの植物社会学的研究で各群集は明確な分布域を持ち，地

理的に分化していることが分かっており，次の段階として群集内部

の種組成分化を明らかにする必要がある．そのためには調査範囲を

絞り，微視的，網羅的な研究を展開する必要がある．本研究の対象

とした本州中部太平洋側地域は，狭い範囲であるにも関わらずヤマ

ボウシーブナ群集の分布域全域を含み，微視的，網羅的な研究を展

開するには適したスケールである．また，多くの群集が記載されて・

おり，種組成は高い変異性が見込まれることや，大野（1994，1999）

が指摘する地域群集の存在を考慮すると，対象地域を絞った微視的，

網羅的な研究が必要である．さらに，前川（1949）によって独特な

フロラをもつといわれるフォッサマグナ地域と名付けられたり，福

嶋ほか（1995）によるヤマボウシーブナ群集の分布の中心となるな

ど重要な地域であるにも関わらず，中部地方と関東地方の両方にま

たがった地域であるため，日本植生誌でも種組成の比較検討はおこ

なわれておらず，当地域におけるこうしたスケールの研究は急務と

いえる．

　本研究では，種組成の検討を植物社会学的手法によっておこなっ

た．Braun－Blqnquet（1964）によって調査法が一般化されており，多く

の既存の植生調査資料を活用できる．ブナ林の種ρ成研究の多くが

植物社会学的な手法でおこなわれており，本州中部地域でも，これ

までに多くの植物社会学的研究が行われているために豊富な植生資
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料がある．これらの既存資料に新たな資料を加えてあらためて植生

単位の比較，整理をおこなうことで，上記の課題の解明に効率的に

迫ることができる．また，種組成を類型化し体系づける手法であり，

種組成の違いを組織的に解明するには最適な手法である・種の出現

傾向などが明確になるため。種組成の違いや内容を明確に把握する

ことが可能で，有効な手段である．

　本研究では以下のa～eの項目について明らかにし・種組成分化

機構を明らかにする．ここでは，全体の流れについて説明し，具体

的な方法にっいては各章にて説明する．

　なお，植物名および学名は環境庁（1988）に準拠した．

a．ブナ林の植生分類体系

　　植物社会学的植生調査法　（Bra㎜一Blanquet　1964）による現地調査

　資料と既存資料を整理し，本州中部太平洋イ則に分布するブナ林

　の植物社会学的分類体系を明らかにする．

も．ブナ林と隣接群落（組成上関連性の高い群落）との関係

　　ブナ林の種組成分化は隣接群落の種が区分種となるといわれ

　ている（福嶋ほか1995，西尾・福嶋1996）．そこで，ブナ林と種

　組成の類似性が高く、組成上の関連性が深いと考えちれる群落

　について，植物社会学酌な体系化を行い，ブナ林との関連性を

　明らかにする．

c．ブナ林の植生単位と立地条件

　　気候条件と地質条件に注目し，本州中蔀の太平洋型ブナ林の

　各植生単位の立地条件を把握する．

d．各山地での種組成分化

　　丹沢，天城．箱根の各山地において，植生調査の結果と立地

　の比較から山地ごとの種組成分化機構を明らかにする．

e．太平洋型ブナ林の種組成分化機構

　　a～Pで得られた結巣から，本州中部の太平洋型ブナ林の種組

　成がどのような要因によって分化するか総合的に考察する．
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第2章　調査地域

2．i．調査地域の概要

　対象とした地域は，本州中部の北緯約34度5分～36度，東経137

度7分～139度1分の範囲で，フォッサマグプ地域（前川1949）と

その隣接部を含む（Fig．1）．本地域には，関東山地，丹沢山塊，御

坂山地，富士山，箱根，愛鷹山，天竜川・大井川源流域の山地が含

まれる．対象地域の中心付近に位置する山中湖では・ブナ林の成立

ずる温度域とされるWI85～45℃・月（吉良1949）は標高約600～1600m

に出現する．

　調査地域の地質と気候について概要をまとめると，内陸部に相当

する北部および西部では降水量が少なく，中生界の古い山地があり，

沿岸部に相当する中部および南部では降水量が多く，中部には新第

三系，南部には第四紀の新しい地質年代の山地がある．対象地域の

詳細は下記の通りである．

1）関東山地

　北部の関東山地（奥多摩，秩父）は中生界の堆積岩類からなり・

これらの雌の地形は急峻である・標高1・3・・mにおけるWIとCI・

年降水量は，関東山地ではそれぞれ55．4℃・H，－33．5℃・月（秩父），

1505．9mm〈三峰）である．福嶋ほかく1995）にょると，関東山地は沿

岸部に分布するヤマボウシーブナ群集と内陸部に分布するスズタケ

ーブナ群集が接する地域であb，ヤヤポウシーブナ群集は関東山地

南部の奥多摩まで分布する．

2）天竜川・大井用流域

　西部の天竜川・大井川の源流域は，南アルプス周辺の広い地域で，

中生界の堆積岩類からなり，これらの山地の地形は急峻である・天

竜川・大井川流域では62．2℃・r 氏C．25．0℃・月（佐久間），2166．9mm（佐

A，間）である．福嶋ほか（1995）1こよると，天劇い大井川流域は
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ヤVボウシーブナ群集とスズタケーブナ群集の分布が接する地域で

ある．天竜川上流からスズタケーブナ群集（鈴木1949a）が記載さ

れている．

3）丹沢山地・御坂山地

　中部には薪第三系の堆積岩類からなる御坂山地，新第三系の火山

岩類からなる丹沢山地と御正体山，三国山がある．第三紀の山地は

開析の進行によリ地形は複雑に発達している・標高1・300mでのWI

とCI，年降水量は，御坂山地では59．8℃・月，－26・1℃・月（河口湖）・

1506．6㎜（河醐），丹沢山地では585℃・月，－24．1℃・月（海老名）・

2，720．4mm（丹沢湖）である．

　丹沢liJ（1，5・Om）～菰釣山（1，400m）まで連なる山地を丹沢山地と

して扱ったが，丹沢山地の西の三国山（1，300m），北の御正体山

（1，600m）も地質的には丹沢山地に含まれる．

　丹沢山地からは，キマボウシーブナ群集く宮脇ほか1964）と山頂

部の雲霧帯に成立するといわれるオオモミジガサーブナ群集（宮脇

ほか1964）が記載された山地である．

4）富士・箱根・伊豆地域

南部には，富士山（3，776m）から愛鷹山（1，504m）・箱根（1・438m）・

天城山く1，406m）と連なる第四紀の火山岩類からなる山地がある．

第四紀の火山では山体形成の歴史が新しいため，侵食はあまり進ん

でいない．

　標高1，300mでのWIとCI，年降水量は，富士山と愛鷹山では57・6

℃・月，－22．9℃・月く御殿場），2，720．4mm（御殿場），箱根では57．3℃・

月，－21．3℃・月（小田原），3，400．4㎜（箱根），天城では62．1℃・月，－14．6

℃・月く稲取），4，246mm（天城山）である．

伊豆半島の天城山からは火山性の貧栄養土壌に成立するといわれ

るコアジサイーブナ群集（高木・遠山1987）が記載されている．
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第3章　ブナ林の植生分類体系

3．1．調査方法

1）植生調査資料の収集

　対象地域のブナ林にっいて，植物社会学的植生調査法
（Bra皿一Blanquet　1964）による現地調査から117箇所・既存資料（Table　1）

から388箇所，合計505箇所の植生調査資料を収集した・既存資料

については，ブナの被度が3以上の資料のみを用いた．

2）組成表と総合常在度表，分布図の作成

　植生調査資料は，最も組成的類似性が高いと考えられる山地ごと

にEllenberg〈1956），Mueller－Domb6is＆Ellemberg（1974）の方法による表操

作を行い，組成表を作成し，山地ごとに植生単位を区分した、その

組成表に基づいて常在度表を作成した後，これを併合し対象地域全

体の総合常在度表（Table　2）を作成した．この総合常在度表に基づ

いて対象地域に分布するブナ林の種組成を比較し，植生単位の識別

をおこなった．

　調査地点について1：200，000地形図から緯度と経度を分レベルまで

の精度で特定し，分布図（Fig，2）を作成した．

3）ブナ林の植生単位の序列化

　ブナ林の各群集・群落の標徴種，区分種，上級単位の種（スズタ

ケーブナ群団，ササーブナオーダー，ブナクラス），下位単位区分

種の常在度を常在価（中村1997）に変換し（r＝0．1，＋・O．5，1＝＝1，H＝2，’

皿　。3，W・4，　V－5），主成分分析によって植生単位酷列化をおこ

なった．

4）既存のブナ林の群落体系との比較

　本研究の本州中部の太平洋型ブナ林の総合常在度表（Table　2）と，

福嶋ほか（1995）による日本ブナ林の植物社会学的体系化を行った
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総合常在度表のうち，太平洋型ブナ林にre当するスズタケーブナ群

団の部分とを併合し，福嶋ほか（1995）による群落体系と本研究の

体系を比較した、

5）種多様性の比較

　種多様性は種組成の重要な一面である．本研究は，ブナ林の種組

成分化機構の解明を目的としたものであるが，種組成をより深く理

解するために多様性の検討もおこなった．種多様性は生態学的には，

＿群落の種組成の多様性（α多様性），環境傾度に沿った構成種の

変化（β多様性），地域の種の豊富さ（γ多様性）などがあるが，

本研究ではα多様性についてit討した・α多様性は生物群集の構

造の一つであり，生物種の多さと，個体群の均等度という2つの要

素が含まれているく伊藤1ggo）．本研究では，種数s・種密度d（ホ

イッタカー1974），多様度を示すH’（Pielou　1969），均等度を示す♂

（Pi，1。u　1969）について比較した．これらの指数は以下の式で求めら

れる。なお対数の底はeとした．

　　種密度d　・＝　SAogh

　　多様度H’（nit）＝一Σpi　log　pi

　　均等度ア＝宜γ10gS

　　　　s：種数

　　　　A：調査面積

　　　　pi：i種の相対優占度

3．2．ブナ林の植生単位と分布

本州中部太平洋側に分布するブナ林をまとめた総合常在度表に基

づいて，以下に示す3群集播落7亜群集唖群落が区分された

（Tabl，2）．Fig．2に，各植生単位の分布を亜麟レベルで示した・

上級単位の種については福嶋ほか（1995）に従った．
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ブナクラス

　ササーブナオーダー

　　スズタケーブナ群団

　　　1）スズタケーブナ群集

　　　　　（1）典型亜群集

　　　　　（2）ナツツバキ亜群集

　　　2）オクモミジバグマーブナ群落

　　　　　（1）典型亜群落

　　　　　（2）イヌブナ亜群落

　　　3）ヤマボウシーブナ群集

　　　　　（1）典型亜群集

　　　　　（2）ヤマトリカブト亜群集

　　　　　（3）ヒメシャラ亜群集

　　　4）コアジサイーブナ群集

　　　　　（1）典型亜群集

　　　　　（2）ミヤマタニタデ亜群集

1）スズタケーブナ群集

特有の標徴種をもたない。天竜川・大井川流域の南部と渇士山

と奥多勧一部に分机ているくFig．2）．典鯉群集とナツツ持

亜群集に分けられた（Table　2）．

〈1）典型亜群集

本亜群集特有の区分種はもたない・富士山北麓と・安倍川源流の

山伏の山腹，奥多摩に分布する（Fig．　2）．

（2）ナツツバキ亜群集
ナツツバキ（Stew。，tia　pseud・－eUmellia　）　，ツガ〈T・uga　・i・b・ldii）を区分種

と悼間東雌の奥多摩の一部と・天劇ll・耕川源繊の南
部に分布する．上記のスズタケーブナ群集の原記載く鈴木1949b）

は本亜群集に含まれた．
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　入ズタケーブナ群集の原記載（鈴木1949a）を含むことと，福嶋

ほか（1995）による群集に特有の標徴種をもたないという特徴が一

致することから，スズタケーブナ群集と判断した．本群集の分布の

中心は天竜川・大井川流域南部にあり分布域は狭く，東日本太平洋

側のブナ林の中でも特殊なタイプと考えられる．分布域の観点から

2つの亜群集の成因について考察すると，典型亜群集は・群集の分

布域の辺縁部または離れた地点に分布域をもっことから，スズタケ

＿ブナ群集の中でも特殊な立地条件下に成立したタイプ）Nナツツバ

キ亜群集は分布域も広いことから，スズタケーブナ群集の典型的な

立地条件下に成立するタイプと考えられる．区分種から2っの亜群

集の成因について考察すると，特有の区分種を持たない典型亜群集

はブナ林の典型的な立地に成立したタイプと考えられる．それに対

し，ナツツバキ亜群集の区分種であるナツツバキとツガは後述のオ

クモミジバグマーブナ群落にも高蛭で出現するごとから・本亜群

集はスズタケーブナ群集とオクモミジバグー？一一ブナ群落との移行的

な地域に成立するか，または，ツガ優占型の群落は，いずれも急峻

な山稜や尾根，急傾斜の斜面などを主な生育立地としている㊥嵜

．奥富199・）ことから，地形の違いを反映した蝉集であることも

考えられる．

2）オクモミジバグマーブナ群落

　オクモミジバグマ（Ainsliaea　acerifolia　var．　Wゐ㊧o吻），ミヤマザクラ

（Pruhus　mcasimowiczii　），ヒトツバカエデ（10ぴ硫り吻沈）を区分種として，

オクモミジバグマーブナ群落が区分された・関東山地の秩父゜奥多

底御坂山地の一部，天竜川・大井戊｛1源流域北部に広く分布する・

典型亜群落とイヌブ煙群落ρ2亜繍に分］ナられた（Tab1・9）・

1）i典型’Iliill群i　i落

本亜群落は特有の区分種は持たない・関東山地の秩父と・木曽の
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最も内陸の地域に分布する．

2）イヌブナ亜群落

　イヌブナ（Fagus／aponied），バクウンボク（Styrαx　obαssia），アカシデ

（Ca，pinu，　lex、：fl・鋤，オトコヨウゾメ（Vibu・rium　phl・b・tri・h・m），アキノキ

リンソウ〈S・lidu9・vi・gaq・・a　var．　a・iati・a），アワブキ〈M・li・・励綱蹴鋤・

チゴユリ　（　Disporuin　smilacinum），タガネソウ（Carex　siderosticta），キヌタ

ソウ（Galium　in’nUta），バイカツツジ（Rhododendron　semibarbatum）を区分

種とし，オクモミジバグマーブナ群落の分布域全域に広く分布する・

　福嶋ほかく1995）によるスズタケーブナ群集と分布域が重なるこ

と，本群落の区分種のオクモミジバグマやヒトツバカエデ・イヌブ

ナ亜群落の区分種めイヌブナやバクウンボクなどが・福嶋ほか

（1995）によるスズタケーブナ群集でも高頻度で出現することなど

から，スズタケーブナ群集（福嶋ほか1995）と同質のものと考えら

れる．しかし，従来のスズタケーブナ群集の全分布域をまとめた種

組成や，隣接すると考えられるブナーイヌブナ群集をはじめとする

イヌブナ林，ツ猷などとの種組成の比較カミ欠けていることから・

スズタケ＿ブナ群集への同定をひかえ，オクモミジバグマーブナ群

落とした．本群落は内陸部に広く分布することから，本州中部の内

陸域のブナ林の典型的な種組成をもっタイプと考えられる・典型亜

群落は，イヌブナやツガなどの麟を欠く植生単位で・秩父と天竜

川源流地域のごく一部にのみ分布する・それに対し・イヌブナ亜群

落の種組成は，分布がオクモミジバグv一ブナ群落の分布域全域に

広がることからも，オクモミジバグマーブナ群落の普遍的な種組成

をもっ部分と考えられる．

3）ヤマボウシーブナ群集　　　　　　　　　　　　　　　　　’
カマツカ（P。U，thiaea　vill。、αW1α・vi・），マメザクラ（P・・mu・　inci・a）・ミ

ヤマイボタ（LigU、t，um　tSchonosk2’i　），アブラチャン（Pa・ab・nzqin　praec・X）・
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ヤマボウシ（Benthamidiα魎），モミジイチゴ（Rubus　palmatus　var．

coptophyllUS），カジカエデ（Acer　diabolicum），ヒコサンヒメシャラ

（Stewaアtia　serrata）を標徴種および区分種として，ヤマボウシーブナ

群集がまとめられた．御坂山地，御正体山，丹沢山地，富士山，愛

鷹，箱根の対象地域の中部から南部にかけて広く分布する．典型亜

群集，ヤマトリカブト亜群集，ヒメシャラ亜群集の3亜群集が区分

されたくTable　2）．

（1）典型亜群落

　本亜群集特有の区分種をもたない，丹沢山地と御坂山地に分布し・

ヤマボウシーブナ群集の原記載（宮脇ほか1964）が含まれた．

（2）ヤマトリカブト亜群集

　ホソエノアザミ（Cirsium　eLffitsum），テンニンソウ（Leucoseeptrum

／aponicum），ミヤマタニタデ（〈Jircaea　alpina）いツルシロカネソウ

（Dich・eaipum　stol・n・：ICerum）’，ミヤマタ＝ソバ（Persi・a・ia　d・hilis），ヤマトリ

カブト（Aconitum　juponicum），チドリノキ（Aeer　carpinzfolium）・ヤマカモ

ジグサ（Brachyρodium　sylvaticum），ムカゴイラクサ（Laportea　bulbifera），サ

ワグzレミ（perocarya　rhozfolia）を区分種とする．ヤマボウシーブナ群

集の分布域全域に相当する丹沢，御正体，富士，愛鷹に分布する．

オオモミジガサーブナ群集の原記載（宮脇ほか1964）が含まれた．

　　　　｛（3）ヒメシャラ亜群集

　ヒメシャラ（Stewartia　monadelpha），ツルシキミ（8融痂αノaponica　var・

intermedia　f　reρen），イヌツゲ（nex　crenata）を区分種とする．最も海に

近い富士，愛鷹，箱根に分布する．

　ヤマボウシーブナ群集の原記載く宮脇ほか1964）が含まれること，

福嶋ほか（1995）によるヤマボウシーブナ群集（福嶋ほか1995）の

標徴種であるマメザクラとカジカエデを含む種群によって区分され

ることから，ヤマボウシーブナ群集に同定した．典型亜群集は，ヤ

マボウシーブナ群集の典型部と考えられ，ヤマボウシーブナ群集の
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原記載（宮脇ほか1964）は！，本研究の典型亜群集に含まれた．本亜

群集の分布はヤマボウシーブナ群集分布域の北部の丹沢山地と御坂

山地に限定されており，成立には固有な環境条件が関係していると

考えられる．ヤマトリカブト亜群集は，一般に渓畔林など湿性立地

に多く出現する種を含むタイプで，オオモミジガサーブナ群集の原

記載（宮脇ほか1964）が含まれた．ヤマボウシーブナ群集の成立す

る山地に局所的に生じた湿性立地に対応した群落を統括した亜群集

と考えられるが，おもに山頂部の平坦な尾根に分布が見られること

から，本亜群集の成立には，湿性条件以外にも温度条件が関わると

考えられる．ヒメシャラ亜群集は，富士山と愛鷹山，箱根のV－一部に

分布し，内陸部には成立しない．ヤマボウシーブナ群集とコアジサ

イーブナ群集との移行域に成立する亜群集と考えられる・

4）2iアジサイーブナ群集

　ミヤマガマズミ（Viburnum　wrightii），ミズナヲ（2ueアcus　mongolica　ssp．

。，i、p’ula）　，ツリバナ〈Eu・npmUS・O・P！phyllus），シナノキ働訂⑳・ni・a　）など

上級単位の種を大きく欠く．箱根の一部と天城にのみ分布する・典

型亜群集とミヤマタニソバ亜群集に分けられた（Table　2）．

（1）典型亜群集

　本亜群集特有の区分種はない．箱根の一部と天城に分布し，上記

のコアジサイーブナ群集の原記載（高木・遠山1987）は本亜群集に

含まれた．

（2）ミヤマタ、ニソバ亜群集

　ミヤマタニソバ（Persicaria　debiliS），ヤマトリカブト（Acon（tu〃t

J’aponicum　），チドリノキ（Aeer　carpinz：folium）などを区分種とする・ヤマ

ボウシ・・・・…ブナ群集ヤマトリカブト亜群集と類似した種組成だが，天

城山の皮子平とよばれる単成火山の火口原と，箱根の中央火口丘の

2ヵ所のみに成立する・

本群集特有の標徴種は認められなかったカ㍉群団以上の上級単位
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の種を大きく欠いている．これらの種群をミズナラ亜群団としてま

とめた．ハウチワカエデのようにヤマボウシーブナ群集ヒメシャラ

亜群集にも僅かにしか出現しない種やミヤコザサのように全体的に

常在度が低い種，枠からはみ出す種も認められるが・出現傾向の明

瞭なミズナラやミヤマガマズミと出現パターンが類似する点や，枠

からはみ出たとしても，常在度も1～ll1と低く，箱根や天城の中で

も全体的に出現する訳ではなく部分的に稀に出現する点などから，

単位性があると判断し，亜群団として位置付けた．

　Oberdorfer〈1968）は上級単位の欠落した植生単位を地域群集と認めて

おり，大野（1994，1999）でもこの考えを支持している．本研究も

その考えに従い，類似した種組成をもっヤマボウシーブナ群集とは

群集レベルの違いがあると判断した．コアジサイーブナ群集の原記

載（高木・遠山1987　）を含むことから，コプジサイーブナ群集とし

た．典型亜群集は，コアジサイーブナ群集の典型部と考えられ，コ

アジサイーブナ群集の原記載（高木・遠Ili　1987）は本亜群集に含ま

れた．ミヤVタニソバ亜群集は，一般に渓畔林など湿性立地に多く

出現する種を含むタイプで，天城山の皮子平とよばれる単成火山の

火口原と，箱根の中央火ロ丘の2カ所のみに成立する（Fig．2）．ヤ

マボウシーブナ群集ヤマトワカブト亜群集と同様に局所的に生じた

湿性立地に対応した群落と考えられる．

3．3．植生単位の序列化

　主成分分析によって各山地のブナ林の植生単位の序列化をおこな

い第潮と第2軸を両軸とする座標上｝こ展開し・植生単位ごとに

区分してFig．3に示した．第1軸蹄っては・スズタケーブナ群集

とオクモミジバグマーブナ群落がPC1の値の小さい側に偏り・ヤマ

ボウシーブナ群集とコアジサイーブナ群鄭§PC1の値の大きい側に

偏る傾向が認められたが）v重なる部分も多かった．第2軸にっいて

はオクモミジバグマーブナ群落からスズタケーブナ群集・ヤマボウ

シ＿ブナ群集を経てコアジサイーブナ群集の1順に並ぶ配列が認めら
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れた．

　Fig．3では，各植生単位は，明確な領域を持っでおり，それぞれ

の植it単位の種組成は独立した単位性力弍あることが伺われる・また・

両軸に沿った配列が認められることから，環境傾度に沿って種組成

が分化していることが示唆される・

3．4．既存のブナ林の群落体系との比較

　Table　3に，本州中部の太平洋型ブナ林の聡合常在度表と・福嶋ほ

か（1995）による日本ブナ林の植物社会学的体系化を行った総合常

在度表のうち，太平洋型ブナ林に相当するスズタケーブナ群団の部

分とを併合レ，福嶋ぼか（］P95）による群落体系と本研究の体系を

比較した．

　本研究によるスズタケーブナ群集は，特有の標徴種を持たず，オ

クモミジバグマーブナ群落はオクモミジバグマやミヤマザクラ，ヒ

トツバカエデなどの種を持つ特徴がある．福嶋ほか（1995）による

スズタケーブナ群集のうちの1列　（R㎜．Ne．65）は，本研究中のスズ

タケープナ群集と同様な傾向を持ち，他の列（Run・　NQ・　66－7b）はオク

モミジバグマーブナ群落と同様な傾向を見せる．本研究によるヤマ

ボウシーブナ群集は．カマツカやマメザクラ，ミヤマイボタなどの

種群を含む特徴がある．福嶋ほか（1995）によるヤマボウシーブナ

群集も，全く同様の傾向が認めらた・本研究では存在が確認された

コアジサイーブナ群集は，福嶋ほか（1995）ではヤマボウシープ．ナ

群集のシノニムとされており，本研究で確認されたミズナラ等を欠

く特徴は確認できなかった．

Tabl。3による種繊の比較に劇・ても本研究の各群集遷落）

の種組成には明瞭な違いがあり，群集レベルの種組成の違いがある

と考えられる．本研究による体系と・融鳥ほか（1995）による体系

とを比較すると，本研究中のスズタケーブナ群集とオクモミジバグ

マーブナ群落は福嶋ほか（1995）によるスズタケーブナ群集，本研
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究のヤマボウシーブナ群集とコアジサイーブナ群集は福嶋ほか

（1995）によるヤマボウシーブナ群集と同質のものと考えられる．

本研究によるスズタ〉一ブナ群集と，コアジサイーブナ群集は分布

域が狭く，地域群集に相当する．これらの群集は，分布域が近接し

種組成の類似する群集に含めたため，福嶋ほか（1995）の常在度表

では表現されていないと考えられる．

　亜群集の分化について福嶋ほか（1995）と大きく異なる点は，福

嶋ほか（ig95）で顕著に取り上1ずられていた湿性Pt落のほかに・本

研究では，他の要因によると考えられる植生タイプの分化も確認さ

れたことである．

　コアジサイーブナ群集のような地域群集の存在や，湿性群落以外

の亜群集の分化を考慮すると，広域的な種組成の比較に基づく植生

単位の確定とともに，それぞれの単位の分布域を対象とする地域舷

網羅的な種組成の検討も重要と考えられる．

3、5．ブナ林の種多様性

　ブナ林の各植生単位について各多様性指数を算，出したものをTable

4にまとめた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　…：＿＿
種数（s）と種密度（SA・9h　）は，スズタケーブナ群集典型亜群集

（種数，16．23、，種密度16．52）とコアジサイーブナ群集典型亜群集

（種数、2・．・6，種密度・8．48）で｛氏く，オクモミジバグ7一ブナ群

落イヌブナ亜群落（種Xl4255，醗度116・74）とヤマボウシープ

ナ群集ヤマ、トリカブト亜群集（種数・4・・57，種密度・15・51）・ヒメ

シャラ醗集く願・38．45・，瀦度116・21）・コアジサイーブナ群

集ミヤマタニソバ亜群集（種数：39．20，種密度：17・12）で高かった・

多搬、、・vま，スズタケーブナ群雑型亜群集（…68）とコアジサイ

ーブナ群集（・．65）と低く，オクモミジバグマーブナ群落イヌブナ

亜群落ω鰯とヤマボウシーブナ群集ヤマトリカブト亜群集（　°・93）・

コアジサイーブナ群集ミヤマタニソバ亜群集（0．93）で高中った．

均等度♂には植生単位による違いは見られず・どの植生単位も均等

一17一



度は高いとは言えない．また，種数，種密度，1れζっいて，全体と

して典型亜群集（群落）で低くその他の亜群集（群落）で高くなる

傾向が見られた．

地域群集であるスズタケーブナ群集やコアジサイーブナ群集で多

様度が低くなる傾向は，特有の標徴種を持たないことや上級単位の

種を欠くなどの種組成の特性を反映したものと考えられる・また・

典型以外の亜群集で多様度が高くなる傾向は，典型以外の亜群集は・

典型亜群集に対する区分種を持りため出現種数が多くなるという，

種組成の特性を反映したものと考えられる．特に多様度の高かった

オクモミジバグマーブナ群落イヌブナ亜群落とヤマボウシーブナ群

集ヤマトリカブト亜群集，コアジサイーブナ群集ミヤマタニソバ亜

群集は，一般に構成種が多いといわれるイヌブナ林や渓畔林と共通

すると考えられる種が含iliiれている．このように種組成上関連性が

高いと考えられる群落の多様度が高いと，ブナ林の多様度も高くな

る例が確認された．ブナ林の多様度には関連群落の多様度も影響す

ると考えられる．

　多様度では各植生単位間に差が確認されたにも関わらず，均等度

には大きな差が現れなかった．これは同じ植生単位であってもスタ

ンドによって林分構造が異なり，植生単位内の林分構造にばらつき

があることが要因と考えられ，gの辺の解析はさちに進める必要が

ある．
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第4章　隣接群落の植生分類体系とブナ林との関係

4．1．調査方法

　福嶋ほか（1995）では亜群集以下の下位単位は隣接する他の植生

単位を特徴づける種で区分されとしている．この点についで西尾・

福嶋（1996）は，ブナ林に隣…接する群落は地域ごと．に異なり，隣接

群落との組成的なつながりによってブナ林の下位単位は異なる種組

成に分化するとしており，隣接群落との種組成の比較は重要視され

ている、しかし，これらの研究における隣接群落の意味について定

義付けされていない．本研究では，ブナ林と共通する種群を持っな

どブナ林と類似性の高い種組成を持っ群落を隣接群落とすることと

した．

　オクモミジバグマーブナ群落イヌブナ亜群集ではイヌブナが・ヤ

マボウシーブナ群集ヤマトリカブト亜群集，コアジサイーブナ群集

ミヤマタニソバ亜群集では一般に渓畔林など湿性立地に多く出現す

る種が区分種に挙げられている．また，ウラジロモミとミズナラは

ゴアジサイーブナ群集以外のブナ林の植生単位に広く出現する．以

上から，シオジ林やサワグルミ林など渓畔林，ミズナラ林，ウラジ

ロモミ林とブナ林は種組成に類似性があると考えられる．

　そこで，イヌブナ林やツガ林など下部温帯林（野嵜・奥富1990），

シオジ林やサワグルミ林など渓畔林，ミズナラ林，ウラジロモミ林

などを，福嶋ほか（1995）や西尾・福嶋（1996）で言われている隣

接群落に相当すると判断し，これらの群落とブナ林との種組成の比

較を行った．

　まず，種組成が未整理で体系化の進んでいないイヌブナ・ツガ林，

渓畔林については主に既存の植生調査資料を用いてそれぞれの総合

常在度表を作成し，各森林群落の植生分類体系を明らかにした．次

に，本州中部の太平洋型ブナ林の総合常在度表（Tab1・2）と・本州

中部に分布するミズナラ林，ウラジロモミ林，イヌブナ・ツガ林，

渓畔林の各総合常在度表を併合し，ブナ林と各森林群落間の種組成
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の比較をおこなった．

　以上の本州中部の代表的な森林群落を体系化することで，ブナ林

の各植生単位の体系上の位置や，ブナ林の植生単位の区分種の地域

全体での出現傾向が明らかとなり，ブナ林の種組成分化機構を明ら

かにする手がかりとなる．

1）イヌブナ林およびツガ林の種組成

ブナ林とイヌブナ林やツガ林rcど下部温帯林（野嵜卿富199d）

との関係を把握するため，本州中部イヌブナ林とツガ林について既

存資料と現地調査資料を整理し，植物社会学的な分類をおこなった．

既存資料については，日本植生誌関東および中部・長野県の現存植

生ば京都の植生，丹沢大山自然環境総合調査報告書を中心に収集

した（Tab1，　S）．資料q　as理方法はブナ林と同様に・山地ごとに組

成表を作成して山地ごとに植生単位を区分し，その組成表をもとに

山地ごとの常在度表を作成した後，これを併合した総合常在度表を

作成し，植生単位の識別をおこなう方法をとった．なお，ブナとイ

ヌブナの混生林が多く含まれているが，ここではイヌブナの優占林

のみを扱った．

2）渓畔林の種組成

　ブナ林の種組成に違いを生じさせる種群としで隣接する渓畔林な

どシオジーハルニレオーダーの構成種が挙げられている（福嶋ほか，

1995，2d。i，酋尾・福嶋1996）．そこで，ブナ林と渓畔林との種組成

の比較をおこなうため，植物社会学的な群落分類およびその体系化

が不十分であるシオジ・一ハルニレオーダーについて，現存の植生調

査資料を整理し体系化を試みた．本研究で｝ま・日本植生誌の植生調

査資料を中心に用いて総合常在鯵を作成し・植生単位の識別をお

こなった．使用した既存資料について1まTab1・6にまとめた・

3）ブナ林と関連群落との関係



　本州中部の太平洋型ブナ林の総合常在度表と，本州中部のミズナ

ラ林，ウラジロモミ林，イヌブナ・ツガ林，渓畔林の総合常在度表

を併合し，ブナ林と関連群落の種組成の比較を行った・ミズナラ林

とウラジiEzモミ林については，植物社会学的体系が明確になされて

いるため既存資料（ミズナラ林：星野1998，ウラジthモミ林：長岡

2001）を利用した．

　また，ブナ林と隣接群落の各群集・群落標徴種，上級単位の種の

常在度を常在価（中村1997）に変換し2主成分分析によってブナ林

と隣接群落の序列化をおこなった．

4．2．イヌブナ林およびツガ林の植生分類単位

　前章で区分されたオクモミジバグマーブナ群落は・イヌブナやツ

ガを高常在度で含み，イヌブナ林やツガ林との組成的関連性が深い

ことが伺われた．そこで，ブナ林とイヌブナ林・ツガ林との種組成

の比較をおこない，それぞれの植物社会学的植生分類を明確にする

ため，イヌブナ林およびツガ林の植生調査資料（宮脇1979，1985，1986，

奥富ほか1987，紅・宮脇1988，大野・尾関1997・現地調査資料）

を中心に整理し，群集の確定をおこなった．ブナとイヌブナの混生

林の調査資料が多くありたが，この中からイヌブナの被度が3以上

で優占する資料のみを選んだ．その結果，本地域ゐイヌブナ・ツガ

林はブナーイヌブナ群集に同定された（Table　7）．

Aブナーイヌブナ群集

　イヌブナ，バクウンボク，オトコヨウゾメ，アワブキ，バイカツ

ッジ，チゴユリ，ヤマツツジを標徴種とする・これらの標徴種につ

いては4．4．の章のTable　9を参考にした．典型亜群集とアセビ亜群集

の2亜群集が区分された．

1＞典型亜群集

ウラジ。モミやトウゴクミツバツツジ・オオカメノキなどを区分
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種とする．秩父と天竜・大井川流域に分布する．

2）アセビ亜群集

　アセビやイヌツゲ，ネジキなどを区分種とする．丹沢山地と関東

山地の奥多摩，そして秩父の一部に分布する．

　ブナーイヌブナ群集は，仙台周辺で調査されたブナーイヌブナー

イヌシデーカンスゲ群…落（吉岡1952）が，Sasaki（1970）によ・うて群集

規定されたものである、日本植生誌関東（宮脇編1986）によると・

トウゴクミツバツツジ，ツクバネウツギ，オクモミジバグマをブナ

林と共有し，ブナ林に対する区分種としてバイカヅツジ・マンサク・

タカノツメ，ネジキ，イヌブナなどが，低海抜地のアブラツツジー

イヌブナ群集とはアワブキやアカシデ，ウリカエデなどを区分種と

するとしている．また，日本植生誌中部（宮脇編1985）では，バク

ウンボクやオトコヨウゾメ，ブナなどをコハクウンボクーイヌブナ

群集に対する区分種とし，ツガやウラジロモミなどの針葉樹類が混

生することの多い群集としている1今回対象としたイヌブナ・ツガ

林は，上記の資料でブナーイヌブナ群集の区分種とされるバクウン

ボクやオ5コヨウゾメ，アワブキ，バイカツツジなどを高常在度で

含むことから，ブナーイヌブナ群集に同定した．

　アセビ亜群集と類似した種組成をもっと考えられるものにアブラ

チャン＿イヌブナ群集（鈴木2・・2）がある・アブラチャンーイヌブ

ナ群集は，アブラチャンやガマズミ，マルバヴツギなどを含むとい

う特徴がある．中部地方から関東地方にかけて分布する（鈴木2002）

という分布特性も類似している．

　また，イワガラミやイヌシデ，シナノキなどスズタケーブナ群団

では高常在度で確認され・る種の多くを欠く列がある（Run・No・11・12）・

これらの列はウラジ」Zノキ，タカノツメ・アブラツツジを特徴的に

持つことから，アブラツツジーイヌブナ群集に同定される可能性も

ある．これらの点にっいては今後の検討が必要である．

　典型亜群集はウラジ・モミやトウゴクミツノミツツジなどブナ林と
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の共通種を区分種とし，アセビ亜群集はアセビやイヌツゲなど・標

高の低い場所でも見られる植物を区分種としている・このことから・

この2亜群集は温度条件に対応して分化していると考えられる．

4．3．渓畔林（シオジーハルニレオーダー）の植生単位

　ヤマボウシーブナ群集ヤマトリカブト亜群集やコアジサイーブナ

群集ミヤマタニソバ亜群集の区分種は，福嶋ほか（1995）でシオジ

ーハルニレオーPt　一の種として扱われている種である．しかし，シ

オジーハルニレオーダ声のうち，どの群集と関連が深く，どういう

要素に相当するものが上記の2亜群集を特徴づけているのか明確で

はなく，ブナ林の種組成の変動の仕組みを明らかにするためにも・

ブナ林とシオジーハルニレオー一ダーの種組成の関係を把握する必要

がある．

　福嶋ほか（1995）がシオジ“ハルニレ・オーダーの種としているも

のは，O㎞。〈1983）によって整理、されたシオジーハルニレオーダー

の群落体系によるものである．しかし，0㎞o　（1983）以降，日本植生

誌の編纂などにより新群集が記載されている．このことから，シオ

ジーハルニレオーダーの植物社会学的群落体系を再整理する必要が

ある．そこで，日本植生誌の資料を中心｝こシオジーハノレニレオーダ

ーの群集の確定をおこなった．

　シオジーハルニレet　一一ダー一は，以下の3群団にそれぞれ所属する

15群集1群落に分類された（Table　8）一・また，日本海要素と太平洋要

素なども確認された．以下に各植生単樹こついて原記載と標徴鶴

分布にっいてまとめた．

1）オヒョウーカツラ群集

原記載：宮脇（1988）白本植生誌北海道・

標徴牽マルバネコノメソウ，ヤマブキショウV，レンプクソウ・

　ギョウジャニンニク，ホソイノデ．

この群集は北海道にのみ分布する．本群集は・他の群集とは群団
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レベルの種組成の違いがあると考えられ，本群集の標徴種は，後述

のオヒョウーカツラ群団の標徴種となる．

2）ジュウモンジシダーサワグルミ群集

原記載：鈴木（1955）月山朝日山系総合調査報告書．

標徴種：オオバクuモジ，タマブキ，ケナシヤブデマリ・オオサワ

　ハコベ，サンカヨウ．

　この群集は，鈴木（1955）によって，山形県月山から記載された

ものである．東北地方から中部地方にかけての日本海側に広く分布

する．

3）ジュウモンジシダートチノキ群集

原記載1堀川・佐々木（1959）芸北地方植生の研究

標徴種：ミヤマカタバミ，ミズタビラコ，キバナアキギリ，ヨシノ

　アザミ，マルバフユイチゴ．

　この群集は，堀川・佐々木く1959）によって広島県芸北地方から

記載されたものである．中国地方から近畿地方の日本海側に広く分

布する．

4）ヤマタイミンガサーサワグルミ群集

原記載：宮脇ほか（1979）長野県の現存植生．

標徴種：ヤマタイミンガサ，ウスゲタマブキ，コウモリソウ．

　本群集は群馬県から長野県，関東山地の奥多摩までの内陸部に分

布する．日本海側と太平洋側の：境界域に分布し，日本海要素を多く

含むものと日本海要素は僅かで太平洋要素の一部を含むものの2タ

イプが確認された．

5）イワボタンーシオジ群集

原記載：宮脇ほか（1964）丹沢・大山学術調査報告書．

標徴種：バライチゴ，クワガタソウ，ホソエノアザミ、ニシキウツ
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　ギ，ヒメノガリヤス，ツルシロit7ネソウ，カジカエデ，ミズ，イ

　ヌヤマハッカ．

　この群集は，宮脇ほか（1964）によって神奈川県丹沢から報告さ

れたものである．丹沢から静岡県東部の富士山・夫城山にかけて分

布する．これはフォッサマグナ地域（前川1949＞に相当する・

6）ミヤマクマワラビーシオジ群集

原記載：鈴木（1949a）天竜川上流の温帯林植生について

標徴種：なし
　この群集は鈴木（1949a）によって静岡県の天竜川流域から報告さ

れたものである．特徴的な標徴種をもたず，出現種数も少ない、静

岡県中部から長野県南部にかけて分布する・

7）ヤハズアジサイーサワグルミ群集

原記載：宮脇（1982）日本植生誌四国・

標徴種：アサガラ，ヤハズアジサイ，ヤマジオウ．

　本群集は近畿地方以西の太平洋側に広く分布する．

8）モミジウリノキーサワグルミ群落

標徴種，モミジウリノキ，ケク・モジ・ヤマウグイスカグラ・ヒメ

　クロモジ，オトコヨウゾメ，キヨスミヒメワラビ．

　この麟は九州北部の英彦山を中・心とした火山酬このみ分布す

る．ミヤマグマワラビーシオジ群魁されてL・　・たが・上記の標徴種

とスズタケ亜群団の種を多く含む点がミヤマクマワラビーシオジ群

集とは異なる．

9）ハシドイーヤチダモ群集

原記載：宮脇（1988）日本植生誌北海道・

標徴産オオバナエンレイソウ，エゾイタヤ・エゾ＝ワト：）サッ

ポ。ス宏ザゼンソウ，チシマアザミ・ケヤマハンノキ・オオア
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マドコロ，トクサ，エゾメシダ、

　この群集は北海道にのみ分布する．オヒョウーカツラ群集と共通

　する種群を持っ．

10）エゾエノキーケヤキ群集

原記載：宮脇（1987）日本植生誌東北・

標徴種：ヒメァオキ，ホオノキ，ミツバアク’ビ

　この群集は東北地方の“部にのみ分布する

イヌドウナ．

11）ミヤマベニシダーヤチダモ群集

原記載：宮脇（1987）日本植生誌東北．

標徴種：ミズバショウ，ツクバネソウ．

　本群集は東北地方の一部にのみ分布する．
　　　　　　　亀

12）ハルニレ群集

原記載：宮脇（1986）日本植生誌関゜東．

標徴産シナノク・ツバラ，ヒ・ハテンナンショウ・ダケカンバ）一

　ヤマハナワラビ，オゼヌマアザミ，カラフトダイコンソウ，ナツ

　ノタムラソウ．

　本群集は群馬県尾瀬ヶ原にのみ分布する・

13）マルバゴマギーハルニレ群集

原記載：羽田、ほか（1970）戸隠高原の植生

標徴種：マルバゴマギ，オオアカネ・ヒカゲシラスゲ・ミヤマニワ

トコ、

本群集は長野県戸隠にのみ分布する．

14）エゾイラクサーハルニレ群集

原記載：宮脇｝まか（1979）長野県の現存植生

鯛癒アズ・・7　”ヤマアザミ・タニセリモドキ・
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本群集は長野県上高地にのみ分布する・

15）サワギクーハルニレ群i落

原記載：宮脇（1986）日本植生誌関東

標徴種：ミヤコザサ，アカバナ，ヒゲネワチガイソウ，オニルリソ

　ウ，コタチツボスミレ，イワウメヅル・

　本群集は栃木県日光にのみ分布する・

16）オニヒョウタンボクーハルニレ群集

原記載：宮脇（1986）日本植生誌関東

標徴種：ニシキギ，メギ，チョウセンゴミシ，ホソバノヨツバムグ

　ラ，オニヒョウタンボク．

　本群集は長野県軽井沢，八ヶ岳周辺にのみ分布する．

17）上級単位

1）オヒョウー…：カツラ群団（新群団）

標徴種：オヒョウーカツラ群集と同じ．

　今回の検討では，この群集は北海道特有のもので，本州の他の群

集とは群団レベルの種組成の違いがあると判断し，本群集をオヒョ

ウーカツラ群団とした．ハルニレ群団の構成種と共通性が高い．

2）サワグルミ群団

標徴種：チドリノギ，ヤマアジサイ，キヨタキシダ，コハウチワカ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ　　エデ，アサノハカエデ，バイカウツギ，サワダツ，テツカエァ．

　本群団は，本州のサワグルミやシオジなどの優占林をまとめた群

団である．北海道を除く日本全国の冷温帯に分布する．

3）ハルニレ群団

標徴種：ハルエレ，ヤチダモ，カンボク，キンミズヒキ，オオタチ

　ツボスミレ，コウヤワラビ，イブキヌカボ，ハシドイ・カラハナ
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　ソウ，ツルニンジン，カラマツソウ，キタコブシ・カラコギカエ

　デ．

　本群団は，ハルニレやヤチダモの優占林をまとめた群団である．

本群団に所属する各群集は主に東日本の’日本海側に分布し・各地に

点在している．そのため分布地によって種組成が大きく異なる・

4）シオジーハルニレオーダー

標徴種：ムカゴイラクサ，ジュウモンジシダ・カツラ・オシダ・ウ

　マンミツバ，キツリフネ，ト台チバニンジン，サラシナショウマ，

　ミヤマシケシダ，オヒョウ，ウリノキ，ミヤマカンスゲ，オクノ

　カンスゲ，ジャコウソウ，キハダ，コンロンソウ，イッポンウラ

　ビ．

　本オー・一・ダーの標徴種は，上記3群団に広く高常在度で出現する種

を選択したものであ’る．今後，ブナ林やケヤキ林などと種組成を比

較し，本オー一ダーの標徴種を一層明確にする必要がる．また，本オ

ーダーは現時点ではブナクラスの種を含んでいることからブナクラ’

スに属すとしているが，ブナクラスの種の常在度はやや低い傾向が

ある．現時点ではオーダーとして体系づけているが，今後はブナク

ラス全体の植生分類体系の見直しが必要である．

　シオジ＿ハルニレオーダーの各群集は明瞭な標徴種と特徴的な種

組成，明瞭な分布域を持っ．各群集の分布地域を以下にまとめた．

オヒョウーカツラ群団のオヒョウーカツラ群集は北海道に分布す

る．サウグルミ群団では，ジュウモンジシダーサワグルミ群集は東

北地方に，ヤマタイミンガサーサウグルミ群集は関東から中部地方

にかけての内陸部に，イワボタンーシオジ群集は丹沢山地から伊豆・

富士山くフォッサマグナ地域）にかけて・ミヤマクマワラビ→シオ

ジ群集は天竜川流域をはじめとする本州中部太平洋側の一部に，ジ

ュウモンジシダートチノキ群集は本州西部の日本海側に・ヤハズア

ジサイー・・一・・サワグルミ群集は本州西部の太平洋側，四国，九州に，モ
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ミジウリノキーサワグルミ群集は九州北部の火山地帯に分布する・

　ハルニレ群団の各群集は，隔離分布している場合が多く，種組成

は地理的に分化している・

　太平洋側要素（ミヤマクマワラビ，ミヤマムグラ・フタバアオイ

など）と日本海側要素（オククルマムグラ，ヤマモミジ，サカゲイ

ノデなど）の存在が確認されたが，ブナ林のように群団レベルめ違

いにはならなかった．また，ヤマタイミンガサーサワグルミ群集の

ように，太平洋側と日本海側の両方にまたがって分布する群集も確

認された．これは，ブナ林の林床をしばしば優占するササ類のよう

に積雪の影響を受ける種群が渓畔林には少ない．また，撹乱に依存

して成立することが多い渓畔林では，撹乱そのものや撹乱によって

生じたmicro　h4bitatに依存して生育する種も多いと考えられる．こう

したことが，太平洋側と日本海側という大きな環境の違いの植生分

類体系に対する影響を和らげていると考えられる．

今回の渓畔林の総合常在度表は，資料に掲載された繊表をほぼ

そのまま常在度化し体系化を試みた．今後は資料の少ない地域での

調査資料の追加や，異質な資料を除くなどの作業などによって・よ

り明確な群落体系を作り上げる必要がある．

4．4．ブナ林と隣接する森林群落との関係

　本州中部の太平洋型ブナ林と，本州中部のミズナラ林，ウラジロ

モミ林〆ヌブナづガ林渓畔林をま抽た総合常在Pt×　iE　（　Tabl・9）

による種組成の比較と主成分分析（Figs．4，5）による植生単位の序列

化をおこない，各森林群落の植生分類体系t’各群落間の種組成の

関係を明らかにした．

　ミズナラ林については，星野（1998）で挙げられている植生単位

のうち，ミヤマザクラーミズナラ群団に属するミヤコザサ’ミズナ

ラ群集，イトマキイタヤーミズナラ群集，シラカンバーミズナラ群

集，フクオウソウーミズナラ群集を扱った・これらの植生単位の分

布は以下の通りである．ミヤコザサーミズナラ群集・イトマキイタ
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ヤーミズナラ群集，シラカンバーミズナラ群集は本州中部から関東

地方北西部の内陸に分布する（星野1999）・フクオウソウーミズナ

ラ群集は関東南部の太平洋岸から中部地方の内陸に分布するが・内

陸の寡雪地を中心に分布している遷野1998）・つまり・ミズナラ

林の分布は全体的に内陸域に偏っている・

　ウラジ。モミ林については，ブナーウラジ・モミ群落・ミヤコザ

ザーウラジ・モミ群蕎チョウセンゴミシーウラジ・モミ群蕎カ

ニ＝ウモリーウラジ・モミ群集を扱った・ブナーウラジ・モミ群落

は木曽畑切川周辺と飛綱系劇｛流域ミヤコザサーウラジ・モミ群落は

大菩薩・御坂・甲斐駒ケ岳周辺，チョウセンゴミシーウラジT1モミ群落は

八ヶ岳周辺に分布しく長岡2・・1），これらの3群落は内陸域に分布h

する．カミコウモリーウラジ・モミ群集は・富士山に分布し・最も

沿岸側に分布する．

　tヌブナ・ツガ林｝こついてはTabl・7をそのまま利用し・渓畔林｝こ

っいてはTable　8のうち本州中部に分布するヤマタイミンガサーサワ

グノレミ群幕ミヤマクマワラビーシオジ群集・イワボタンーシオジ

群集あ部分のみを利用した．

1）ブナ林と隣接群落との種組成の比較

表操作の結果，3オーダー5群団9群集4群落が確認された（Table

9）9ウラジ。モミ林の備集3締は全てウラジ・モミ群団く仮称）

にまとめられた．オク毛ミジバグマーブナ群落は群団特有の標徴種

をもたない典繊団となった．星野く　1998）によるミズナラ林の5

群剣フクxeソウーミズナラ群集（前田・吉岡1952）にまとめら

れた．ブナーイヌブナ群集は，ラクオウソウーミズナラ群集1ととも

にWバアオダモーミズナラ群団に属ずる・そしてウラジ・モミ群

団（仮称）と鯉群団，マノレバアオダモーミズナラ群団の3群団で

コナラーミズナラオーダーが構成された・ヤマボウシーブナ群集・

コァジサイーブナ群集，スズタケーブナ群集はいずれもササーブナ

オ＿ダ＿スズタケづナ群団にまとめられた・渓畔林の3群集はい
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ずれもシオジーハルニレオーダーサワグルミ群団にまとめられた．

　第3章で区分されたブナ林の各植生単位（Table　2）のTable　9の群

落体系中での位置は以下の通りである・スズタケーブナ群集くRun・

N。．74．8。）　，ヤマボウシーブナ群集（R皿．N・・46－63）・コアジサイーブ

ナ群集（Run．　N。，64．73）はササーブナオーダースズタケーブナ群団と

なった．なお，スズタケーブナ群集の群集特有の標徴種を持たない

特性と，コァジサイーブナ群集の上級単位の種を欠く特性は・Tab1・9

でも確認できた．オクモミジバグマfブナ群落典型亜群落は・コナ

ラーミズナラオーダー典型群団のオクモミジノ・グマーブナ群落（Run・

N。．V－19）に鋼群落イヌブナ亜群落は・ブナーイヌブナ群集の典

型蔀（Run．　N・．25－33）となった・

　ブナ林の群集レベルの植生タイプのうち明確な標徴種をもつオク

モミジバグマーブナ群落とヤマボウシニブナ群集の標徴種’区分種

の分布特性をみると，オクモミジバグマーブナ群落の区分種である・

オクモミジバグマ，ミヤマザクラ，ヒトツバカエデはいずれもコナ

ラーミズナラオーダーの種となり，おむに内陸に多く分布するウラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lジロモミ林やミズナラ林，イヌブナ林に広く分布する．ヤマボウシ

＿ブナ群集の標徴種はヤマボウシーブナ群集に分布は集中するもの

。sイワボタンーシオジ群集にも多く出現し，部分的ではあるが・

ウラジロモミ林、イヌブナ林にも分布が確認された・

　ブナ林の各亜群集樋群落）区分種の分布特性は・スズタケーブ

ナ群集ナツツバキ亜群集の区分種のナツツバキとツガはマルバアオ

ダモーミズナラ酬に多く出現するtオクモミジバグマーブナ群落

イヌブナ亜群集の区分種はブナーイヌブナ群集またはマルバアオダ

モーミズナラ群団の標徴種となった・ヤマボウシーブナ群集！こつい

ては，ヤマトリカブ唖群集の区分種はイワボタンーシオジ群集と

シオジ＿ハルニレオーダーの標徴種・区分種であった・ヒメシャフ

亜群集の区分種は，Tab1・9のtp　K｝ま出現しなかったが・これらの種

は搬に標高の低い場所に出現するとされていることから・ヤブツ

バキクラスの群集との比較が必要とV・える・コァジサイーブナ群集
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にっいては，ミヤマタニソバ亜群集の区分種は上級単位であるシオ

ジーハルニレオーダーの種で，必ずしも分布域の重なるイワボタン

ーシオジ群集の標徴種・区分種というわけではなかった．

ブナ林のみに出現する種群は認められず，ブナ林は冷温帯の森林

群落の最も基本的な種組成を示した・各隣接群落の種組成はブナ林

の構成種群とその群落の立地条件を反映する標徴種・区分種群を併

せ持づことも確認された．

以上の隣接する群落との種繊の比較によって・ブナ榊各群集

の群落体系上の位置と，各群集（群落）・亜群集（亜群落）の標徴

種．区分種の分布特性が明らかとなl」　）これらからブナ林の種組成

分化liついて考察した．

群集レベルの種繊の違いは，群集（群落）の標徴癒区分種が

隣接繍を含む上級単位の区分種であったり・上級単位の種になら

ないとしても隣麟落に多く出現するrとから・土地的腰因より

も地域特性を反映したもので，群集の違いは地域全体に作用する環

境条件が要因となって生じると考えられる．

　ブナ林の下位単位の種組成分化について西尾・福嶋（1998）は

酬において，ブナ林が繊ごとle異なる麟と隣接しており・ブ

ナ林の下位単位はそれぞれの隣接群落との組成的なつながりにょっ

て異なる種繊に分化するとしている力弍・本研究が対象としている

本州中部太平洋側のブナ林に：Rb’　V・ても，ブナ林の亜群集区分種は隣

接舗との共誌であった綱要を記すと，スズタi」‘　一一一ブナ縫と

オクモミジバグマーブナ群落ではイヌブナ林などと共通性する舖

が区樋となり，ヤマボウシーブナ群集で1ま渓畔林と鯖の、低い所

にも出現する徹㍉コWサイーブナ群集では渓畔林との共籠が

下位単位区分種となった．

　冷温制こは気候的にはブナ欄ミ成立するが・ブナが生育できない

土地的な立地環境下にはほかの植生単位が成立すると考えられる・

その植蝉位には冷温帯の気候条件｝こ対応した繍（上騨位の種・



ブナ林の標徴種・区分種）と，その植生単位の立地環境を示す種群

（標徴種・区分種）を併せ持つと考えられる・ブナ林の亜群集は・

隣接群落との共通種によって区分されるケースが多いことから，ブ

ナ林と隣接群落の移行域な立地環境を反映した土地的な植生単位と

考えられる．

　ブナ林と隣接群落の総合常在度表（Table　9）は本州中部太平洋側

地域のみの資料を扱ったもので，こういった分析には少なくとも東

昨の太平洋側地域を対象として体系化すること力遷ましく・今後

の課題の一つといえる．

2）主成分分析による各植生単位の序列

　ブナ林と隣接群落の各植生単位を主成分分析によって序列化し，

第1軸と第2軸を両軸とする座標上に展開し・群集ごと（Fig　4）と

群団ごと　（Fig．5）に区分して示した．主成分分析の変数には，　Table　9

によって群集，群団，オザーの標徴冠各種要素と確認された種

を用いた．

各群集遷落）の序舶Fig　4）は，　pe　1に沿ってスコアの低い方

からブナーイヌブナ群集，オクモミジバグマーブナ群落，フクオウ

ソウーミズナラ群集，ウラジ・モミ林の各群集・ヤマボウシーブナ

群集とコアジサイーブナ群集，イワボタンーシオジ群集とミヤマク

マワラビ＿シオジ群集，そしてヤマタイミンガサーサワグルミ群集

と並んだ．PC　2に沿っては，スコアのtxい方に・コアジサイーブナ

群集，ヤマボウシーブナ群集，イワボタンーシオジ群集とミヤマク

マワラビーシオジ群集があり，ブナーイヌブナ群集・ヤマタイミン

ガサー一サワグルミ群集，フクオウソウーミズナラ群鏑オク干ミジ

バグマーブナ群商高い方にウラジ・モミ林の各群集という配列が

みられ，各群集く群落）は明確な領域を持っていた．

　細別に区分したところ（　Fig．5），序列は・PC　1に沿ってスコア

の低い方からマルバアオダモーミズナラ群団・ウラジ・モミ群団・

スズタケーブナ群団，サワグノレミ群団，pc　2に沿ってはスコアの低



い方にスズタケーブナ群団とマルバアオダモーミズナラ群団・サワ

グノレミ群団，高い方にウラジ・モミ群団・中間に典型群群団という

配列がみられ，群団レベルで比較しても・各群団は明確な領域を持

っていた．

　PC1は，スコアの低い方にブナーイヌブナ群集が分布し，スコァ

の高い方に渓畔林カミ分布することから，尾根から谷一の地形の変化

に伴う鞭の願を示す軸と散られる・pc　2は・上部温撚藩
嵜魂富199・）といわれるウラジ・モミ林がスコアの高いほうに分

布することから，標高または温度の傾度玩す軸と考えられる・ま

た，上級単位も群集レベルも各植生単位は明確な領域を持ち・種組

成の独立性が高いことが伺われる．

主晟分分析の結果からブナ林の舗生単位の種組成分化機構を考

察するとパズタケーブナ群集はスズタケーブナ群団とウラジ゜モ

ミ群団，マルバアオダモーミズナラ群団の3群団の境界領域にある．

ウラジ。モミ酬礪には暖かすぎ，マ’mレバアオダモーミズナラ群

団の種には湿潤すぎるため，これらの要素力港育できないことが予

想され端殊な立地環境に対応した地域群集であることが伺われる・

スズタケーブナ群集唖群鄭ついては・オクモミジバグマーブナ

群落は完全にマルバアオダモーミズナラ群団の領域に入っている・

特にイヌブナ醗集はイヌブナ林との類｛以性が高く・イヌブナ林と

領域も大きく重樋ことから，両者の種組成および立地環境の違い

を明確にしていく漣がある．典型亜群落はブナーイヌブナ群集と

ウラジ。モミ林の間に領域があり欄師§高くなるなど瀦が低く

なることで下部温帯林であるイヌブナ林の要素が欠｝ナ　・ウラ㌍モ

ミ網こ種繊が近づいた単位と考えられ・特殊なタイプのブナ優占

林と考えられる．ヤマボウシーブナ群集とコアジサイーブナ群集は・

スズタケーブチ群団の中心となる群集と考えられる・ヤマボウシー

ブナ群集ヤマトリカブ唖群集とコアジサイーブナ群鮫ヤマタニ

ソバ亜群集はイワボタンーシオジ群集との移行域に成立したと考え



られる．コアジサイーブナ群集ミヤマタニソ・運群集はT・b1・9によ

るとおもにシオジーハノレニレオーダーの種で特徴づけられ・イワボ

タンーシオジ群集め標徴種は少なかった・これは・コアジサイーブ

ナ群集の成立する天城や箱根は最も南に位置し温暖なことや・天城

のサワグルミ林の立地条件が皮子平の火・原という繍立地である

ことなどの要因によってイワボタンーシオジ群集の標徴種群が生育

し難いと考えられ，そのため生育範囲の広いシオジーハルニレオー

ダrの剰こよって特徴づけられるコアジサイーブナ群集ミヤマタニ

ソバ亜群集となったと考えられる・



第5章　ブナ林の各植生単位の立地条件

5．1．調査方法

　ブナ林の各植生単位の分布地域（Fig．2）をまとめると・内陸から

沿岸に向かってオクモミジ・・グマーブナ群落・スズタケーブナ群集・

ヤマボウシーブナ群集，コプジサイーブナ群集2並んでいる・調査

地点から海までの最短距離く以下「海から⑳距離」とする）を1：200・000

地形図で測定し，各植生単位の分布する海力遠の距離と標高の関係

を把握した（Fig．6）ところ，上記の分布特性が明確となった・しか

し鴻高分布に関しては重なりが大きく・福嶋ほか（1995）で指摘

されている標高の違いは直接種組成分化の要因には結びつかない．

そこで，気候条件と地質の違いに着目し・以下の解析を進めた・

調査地点の立地条件く気候条件と糎条件）を把握し・ブナ林の

主成分分析の各軸のスコアと環境条件との＊目関を把握した後・植生

単位と立地条件の対応関係を把握した．

　気候条件については，暖かさの指数（WI）・寒さの指数（CI）・

降水量（年，春期，夏鋤秋鋤冬期）を把握した・w「とCIにつ

いては調査地に最も近い気象台および観測所㈱ける観測刷1976

～1997年の測定値の平均）から，逓減率を・55℃／1・・mとして調査地

点の標高における気温を算出した・降水量にっいては気象庁発表の

メッシュデータ（気象艦修1996）から算出した・季節ごとの降水

量は，醐を3～’・’・S月　，夏期を6～8月・鯛を9～11月・冬期を12

－2月として馴した遮験件について｝ま・N本列島の雌く日

本列島の願編鱗員会ig96）から，調査地点の岩石と地質年代を

把握した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

5．2．気候条件との関係

主成分分析の結果と気候条件との相関を検討し・　Tabl・1dに示した・

PC1は，　wrとCIの差（R・・…．43），年降水量（R・…38）・繍降水量

（R，。。．41），秋期降水量（R－・．47），冬期降耀（R＝・・3・）と有意な相
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関が認められた．PC2は全ての気候要因と相関が認められくWI・R『O・47・

CI：R＝O．58，　WI－CI：R＝－30，年降水量：R＝＝O．63，春期降水量：R＝＝O・65・夏期降水量：

RF。O．52，秋期降水量：Rご0φ0，冬期降水量：RF・e・64）・中でも年降水量・春

期降水量，冬期降水量との相関が高かった・

　気象台，測候所の観測値と気象庁発表のメッシュデータに基づい

て各植生調査地点の気候値を算出し，群集（群落を含む）および亜

　　　　　　　　　　　　　　　　t群集（亜群落を含む）ごとの平均値で示した（Table　11）・第1主成

分と第2主成分の両方との相関が認められた降水量に関する各値は

コプジサイーブナ群集で多く，オクモミジバグヤーブナ群落で少な

く，スズタケーブナ群集，ヤマボウシーブナ群集は中間的な値を示

した．第2主成分と高い相関が認められたWIとCIは，スズタケー

ブナ群集とオクモミジバグマーブナ群齢弍ほぼ等い’低い値を示

し，コアジサイーブナ群集で高く，ヤマボウシーヴナ群集では中間

の値を示した．

Tab1，12は，気飾｛こついて多重比較検．定（S・h・聴F減をおこな

った結果である．WIとCIにっいて1まスズタケーブナ群集とオクモ

ミジバグマニブナ群落め間に，年降水量，春繊水鼠冬那水量

についてはスズタケーブナ群集とヤマボウシーブナ群集の間に・夏

期降槙についてはXズタケーブナ群集と・ヤマボウシーブナ群氣

コアジサイーブナ群集の間に有意差（P〈…1）が認められなかった・

この点を除く，他の全ての気候値について群集旙落卿に有緯

（P〈α・1）が認め勢た・総合すると・オクモミジバグマづナ群

落は低温で雨量の少ない気候条件丁　・｝：あり・スズタケーブナ群集は

同じく低温ではあるが相対的｝こ雨量の多い気候条件下に成立してい

た．＿方，もっとも高温多雨の気候条件下にコアジサイーブ声集

が成立し，ヤマボウシーブナ群集は中間の気候条件下に碑立してい

た（Table　11）．

　亜樵レベルにおける気候条件の検定結果によると（Table　12）・

スズタケーブナ群集の2つの亜群集の剛こは・いずれの気候条件に

も有意差購められなかった．オクモミジノ・グマづナ癖の2つ
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の亜群落の間では，CIでのみ有意差が認められた．ヤマボウシー

ブナ群集の3つの亜群集の間では，典型群集とヤマトリカブ唖群

集の間では秋期降水S，典型亜群集とヒメシャラ亜群集の間ではW「

と秋期降水X，ヤマトリカブ唖群集とヒメシャラ亜群集の間では

蝸鰍量に有意差が認められないカS　，その他は全ての気候条件で

有意差が認められた．コアジサイーブナ群集の2つの亜群集の間で

は，いずれの気候条件でも有意差は認められなかった・

主成分分析による植生単位の序列と気候条件の相関は・第1馴こ

ついては騨降水量以外の降水量に関わる麟で有意な相関が認め

られ，第2軸については気紬降撞1こ関わる各条件で有意な相関

が認められた（Tabl，1・）．Fig．3｝こ認められるオクモミジ・’グマーブ

ナ繍，スズタケーブナ群集，ヤマボウシーブナ群集・コアジサイ

ーブナ群集の順の配列は珊略蜘こ第2軸と気候条件の間の相関関

係を反映していると考えられる．このことは群集レベルにおける植

蝉位の分化に気候条件が密接に作肌ていることを示唆するもの

であるが，この点は，各群集遷落）の気候値について多重比較検

定をおこなった結果で，各群集（群落）間に有意差が認められたこ

とからも確かめられた（Table　12）、

　スズタケーブナ群集とオクモミジ・・グマーブナ群落は・w「とCI

がともに劇・地域に成立していた（Table　11）・これらの植生単枇ま・

内陸部に分布しており（Fig・．2，6）・内陸的な気候条件・特に低いCI

が，これらの植生単位の成立の一要因となっていると考えられる・

スズタケーブナ群集は相対的に降水量の多い地域・オクモミジバグ

マーブナ麟は降水量の少ない地域に成立する傾向がある1〈Table

11）．地理的な分布では，スズタケーブナ群集は沿岸部馴の地域・

オクモミジバグマーブナ群落は内陸馴の地域1こ分布している（Fig・

2，6）．少ない降緯といった内繭な気候は・オ穴ミジバグマー

ブナ麟の分繊でよ畷まり，こうした条件｛こよって・ブナーイ

ヌブチ群集との類似性の高い翻成と多くなり・オクモミジバグマ



一ブナ群落が成立すると考えられる．

　ヤマボウシーブナ群集とコアジサイーブナ群集はWIと　CIがとも

に高い地域に成立する．特にコアジサイーブナ群集は温暖多雨の気

候を背景に成立している（Table　11）・

　亜群集（亜群落）レベルの気候条件に対する多重比較検定にsる

と（Table　8），スズタケーブナ群集の2つの亜群集の間に有意差はな

く，植生単位の分化に対する気候条件の作用は特に認められなかっ

た．オクモミジバグマーブナ群落の亜群落にっいては，典型亜群落

はCIが相対的に低く，降水量が大きい気候条件下にあり（Table　11），

ブナーイヌブナ群集の構成種が出現できないと考えられ，両亜群落

の分化に気候条件の違いが関与していることが示唆された．

　ヤマボウシー…ブナ群集は亜群集レベルで多くの気候条件に有意差

があり（Table　12），ヒメシャラ亜群集は他亜群集と比較して突出し

てWIとCIが高く，降水量も年間を通して多い地域に成立しており

くTab1，11），気候条件を反映して成立したと考えられる・ヤマトリ

カブト亜群集は，丹沢山地や御正体山などの山頂付近に多く分布し，

ヤマボウシーブナ群集のなかではWIとCIが低い地域に成立してい

た（Table　11）．丹沢山地の高標高劇こは雲霧帯が存在するとされて

いることや（宮脇ほか1964），山頂部には平尾根効果（福嶋・岡崎

1995）による湿性立地が形成されやすいことなど・局所的な湿性立

地が嚇されている可能性が考えられる・ヤマトリカブ唖群集の

成立には，温度条件のほかに湿性条件が影響している可能性がある

ぶ，その点の解析は今後の課題である．

　コアジサイーブナ群集は分布域が狭く（Fig．2），気候傾度に沿っ

た亜群集の分化は見られないくTabl・11，12）・ミヤマタ＝ソノ運群集

は，天蜘の皮子平とよばれる単成火山の火・原と・箱根の中央火

。丘の2カ所のみに成立するく晦2）．皮子平の火・原は凹状地形

を呈して湿潤立地となっており，本亜群集とサワグルミ林が成立し

ている．コアジサイーブナ群集では，こうした局所的な立地特性の

違いが亜群集の成立要因になると考えられる・

一39・



5．3．地質条件との関係

　主成分分析による植生単位の序列を，各山地の地質によつて区分

しFig．7に示した．これをFig．3と比較すると・中生界から古第三系

の古い地質年代の堆積岩類はオクモミジ・・グマーブナ群落からスズ

タケーブナ群集の領域側に，新第三系から第四寵にかけての新しい

地質年代の火山岩類は，ヤマボウシーブナ群集からコアジサイーブ

ナ群集の領域側に偏る傾向が認められた．

Fig．8に．立地を構成する雌を植蝉位ごとに構戯で示した・

スズタケーブナ群集の典型亜群集は中生界と古第三系の堆積岩類の

山地（8地点61．6％）と第四紀火山岩類の山地（5地点38・5％）の両方

に成立していた弔群集ナツツバキ亜群集とオクモミジバグマーブ

ナ群落イヌブナ亜群落は，中生界の堆積岩類の山地（それぞれ22

地点815％，48地点蹴％）に多く成立していた・オクモミジバグ

マ＿ブナ群落典型亜群落は中生界の山地（堆積岩類・7地点53・8％・

変成岩類三6地点46・．29／。．　）に成立しひ・た・このようにスズタケーブ

ナ群集とオクモミジバグマーブナ群落は，一部を除いて（スズタケ

ーブナ群集典型亜群集の一部）中生界と古第三系の堆積岩類を基盤

にして成立していた．一方，ヤマボウシーブナ群集の典型亜群集と

ヤマトリカブ唖群集は新第三系火山岩類の山地（68地点819％82

地点845％）に成立し，ヤマボウシーブナ群集ヒメシャラ亜群集と

コアジサイーブナ群集の典型亜群集とミヤマタニソバ亜群集は第四

．紀火山岩類の山地（165地点1・・％）に成立しており・いず姉火

山岩類を基盤にして成立していた・

　スズタケーブナ群集とオクモミジバグマーブナ群落は一緯除い

て牲界から新第三系の古期の地質の山地1ご成立していた（FigS・7・

8）．ブナーイヌブナ群集は第樟でオクモミジ・・グマーブナ麟イ

ヌブナ亜群集と同質と見なされた植蝉位であるが・イヌブナの優

占する森林の立地は，比較的急傾斜の山地斜面（鈴木1986；野嵜’

賄199。）や崩壊性の強い立地（鈴木1986）とされており・イヌブ



ナ優占林の発達は起伏の激い哨岳地形力悼越する山地で顕著遷

嵜頑富199・）である．ブナ林の馴成｝ま隣麟落との種組成の関

連性が高い晒尾・福嶋1996）ことが指摘されており・オクモミジ

バグマーfナ群落に醜接するイヌブナ林の要素が酷し・前章で

は同じブナーイヌブナ群集にまとめられている．

スズタケーブナ群集は，オクモミジバグマーブナ群落と同様の地

質条件のもとに成立しており，成立要因を地質の違いからは説明で

きない　

ヤマボウシーブナ群集とコアジサイーブナ群集は新第三系と第四

紀の比較的新い・火噛類の幽に成立していた（Fig・・7・8）・本地

域で新第三系の蝿の中心となる丹沢蝿｝ま3破をこす急傾斜の

山地斜面で特徴づけられ（長谷川ほカ・199・）・イヌブナ林やツガ林

の成立している場所もある（宮脇ほか1964・尾関・蹄1997）・し

かし，分布は部分的なものにすぎず，多くの部分にヤマボウシーブ

ナ麟が成立している漠四紀の火峰類による幽は・山体形成

の歴蜘噺しく，融はあまり進んでいない・イヌブナ林やツ昧

は稀である．以上のようにヤマボウシーブナ群集もコアジサイーブ

ナ群集もイヌブナ林やツガ林と隣接すること｝ま少なく・繊的関

連性もうすい・

　繊集（亜群落）レベノレで噸条件を比較するピスズタケーブ

ナ群集，オクモミジバグマーブナ繍・コアジサイゴナ群集の下

位醐について騨蘇件に違い1認められなかった（　Fig・8）・ヤ

マボウシーブナ群集の麺群集については・典型亜群集は新第三系

火山岩類の蝿に，ヤマトリカブ唖群集は新第三系火山岩類と第

四紀火山岩類の両方の蝿に，kuてヒメシャラ亜麟は第四紀火

噛類の幽に限って成立してy・た・しかし・ヒメシャラ亜群集の

区分種になっているツノレシキミとイヌツゲτま・典型醗集の分布域

であ噺第三系火山岩類を離とする丹沢にも分布する・またヒメ

シャラの分布は箱椎でで，丹沢蹄には分布していないが・ヒメ

シャラの分布は年降耀で説明されている（幽・1959）・以上か
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ら，ヒメシャラ亜群集の成立に対する地質の影響は明らかとは言え

ないと考えられる．ヤマトリカブト亜群集は，新第三系火山岩類と

第四紀火山岩類の山地の両方に分布することから・地質条件の影響

は小さいと考えられる．

5．4．その他の要因

　湿性群落と考えられるヤマボウシーブナ群集ヤマトリカブト亜群

集の成立する湿潤な条件をもたらす要因として・平尾根効果（福嶋

・岡崎／1995）が考えられる．平尾根効果とは，①雲霧帯の中に置か

れることによる高い空中湿度の持続と乾燥化の抑制・②平垣な地形

条件を曄した土壌水の停滞と緩慢な移動・③空隙の多い火山灰土

壌が持つ高い保水力，④土壌水の下層への移動を阻止する不透水層

の存在の4つの要因が複合的に働いた結果，乾燥してもよい場所に

湿性な立地が形成されることを指す．福嶋ほか（2001）では，太平

洋型ブナ林の亜群集の分化の多くは，シオジーニレオーダーtの種を

識別種とする湿性タイプで，平尾根効果と関係したもめとしている・

ヤマボウシーブナ群集ヤマトリカブト亜群集の分布の中心となる丹

沢山地では，高度12・・m以上の尾根や山頂部に平坦地形が広がる（1」’

池1997）．このことからも，本地剛こおい七も平尾根効果は重要な

要因と考えられる．この平尾根効果は火山灰土壌の発達する立地で

認められる特有な現象としている（福嶋｝まか2・・1）・西尾゜福嶋

（1998）でも坤灰の繍の多い部分に湿性型ブナ林が成立する

としており，火山灰の堆積は湿性群落の成立に大きく影響するとい

える、制こ丹沢山地は富士山の偏醐の風下にあたる東側こ位置す

る．町田．新井（1992）によると，丹沢山地周辺に富士山の火山灰

ヵ移く降下しており，湿性立地の形成に大きく作用すると考えられ

る．

　コァジサイーブナ群集の分布の中心となる天城山は・伊豆半島の

中央部に位置しており，他の山地からVま地理的に独立しており・天

釧本体も，最終糊の約25，…年前までの噴火によって出来た（沢



村ほか197e）とされている．現段階では，気候条件が制限要因とな

ってミズナラ亜群団の種が出現できないのか，地理的に隔離されて

いることなどが要因で，そもそもそれらの種群を含まないフロラな

のか明確には判断できない．ミズナラやミヤマガマズミ，ヨグソミ

ネバリなどは天城，箱根にも生育しているが多くは見られない．ウ

ラジロモミなどの生育は確認されていない・こうしたことから環境

条件以外にもフロラの違いを反映している種があることも考えら

れ，今後は気候条件や地質条件以外にも，フロラの違いを生み出す

背景となる後氷期における太平洋型ブナ林の分布域の変遷（塚田

1981，1982）など，地史的コ植生地理的要因についても検討する必

要がある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
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第6章　各山地でのブナ林の種組成分化機構

6．1．調査方法

　山地ごとの種組成分化は土地一生態的な要因を直接反映したもの

と考えられ，種組成分化機構の全体像を捉えるためには，各山地で

の種組成分化を明らかにすることは欠かせない．特に群集の分希が

接する山地では，群集レベルの種組成分化がどのように生じるのか

明確にすることが期待される．そこで，ヤマボウシーブナ群集の分

布の中心である丹沢，コアジサイーブナ群集の分布の中心である天

城山，コアジサイーブナ群集とヤマボウシーブナ群集の分布が接す

る箱根の3山地で区分された植生単位にっいて標高や傾斜などの成

立立地を比較し，各山地における種組成分化機構について検討した．

　丹沢山地のブナ林に関しては，宮脇ほか（1964）などで雲霧帯の

影響について論じられていることから，岡上・大谷（1981）の雲霧

帯高度の推定方法を利用し，丹沢周辺での雲霧帯高度の推定を試み

た．また天城山では，スズタケの密生がブナ林の種組成に影響を与

えている現象が報告されているためく鈴木・蜂谷1951，高木・遠山

1987，池田1998），1㎡中のササの密度（桿数，桿の高さ）について

調査をおこなった．

6．2．丹沢山地におけるブナ林の種組成分化

　丹沢山地はヤマボウシーブナ群集の分布の中心であり，ヤマボウ

シーブナ群集典型亜群集と同群集ヤマトリカブト亜群集が確認され

ている．丹沢山地は，ヤマボウシーブナ群集（宮脇ほか1964）と山

頂部の雲霧帯に成立するといわれるオオモミジガサーブナ群集（宮

脇ほか1964）が記載された山地である・

　そこで本研究では，各植生単位の分布する標高，雲霧帯高度の推

定をおこない，過去の研究の裏付けを試みた・

1）丹沢山地に分布する植生単位
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　丹沢山地におけるブナ林の植生単位は，ヤマトリカブト亜群集と

典型亜群集の2亜群集が確認され，典型亜群集からはさらにスズタ

ケ型とイヌブナ型の2タイプが確認された（Table　13）・

な却㎞．N・．1は，宮脇ほか（ig64）によるオオモミジガサーブ

ナ群集の原記載である．R㎜．．　No．2～4は，遠山・坂井（1993），大野

・尾関（1997），1999年の調査データかち組まれた常在度表である．

これらは種組成に大きな違いが生じているが，シカの食害によ・づて

種組成嘩動をおこしているものと判断される・シカの被食による

種組成の変化について遠山・坂井（1993）はクワガタソウーブナ群

集，大野・尾関（1997）ではオオモミジガサーブナ群集の退行相と

位置付けている．しかし，本研究の目的は，種組成と立地条件の関

係を捉えるものであるため，J司一の植生単位として扱った．

　スズタケの被度の違いを植生多イブごとに比較したところ（Fig．

9），ヤマトリカブ唖群集ではスズタケの無い地点が多く・典型

亜群集スズタケ型はスズタケが被度階級5と密生する地点が多かっ

た．典型亜群集イヌブナ型では，サンプル数が少なく・明確な傾向

は認められないが，スズタケの無い地点も密生する地点も両方認め

られた．

2）各植生単位の立地条件

Fig．　1・は，各植生単位の成立する標高と傾斜を示したものである・

ヤマFYカブ運群剰ま標高約1，3・・～1・6・伽の高いところ・典型亜

群集スズタケ型は標高約1；1・・～・，4・・mの低いところ・典型亜群集イ

ヌブナ型｝ま標高1，000～1，300mとスズタケ型よりやや低いところに成

立してV・る．傾斜に関しては，3植生単位とも・～4・度まで広く成

立しており，大きな違いは認められなかった．

3）雲霧帯高度の推定

岡上．大谷（19＆1）は，HENNIGの公式を利用し雲霧帯の雲底高度

の推定方法を考え出した（下の式）・これを禾iJMし・網代・三島・



河口湖の3気象台上空での雲霧帯高度を算出し，海からの距離との

比較で，丹沢周辺での雲霧帯の×まかな高度を推定した．計算に利

用したデータは，6～ウ月の期間の14時のもので，気象庁監修く1998）

に基づいた．6～9月という期間．については，植物が盛んに生育す

る期間であること，14時という時間については，岡上・大谷（1981）

で14時のデータが推定に利用されており，筆者らの観察と推定値

が近似していたことから，本研究では，これらの期澗・時間のデー

タを扱った．

h≒　125（To一セ　o）

　　T。：地上の気温

　　τ。：地上の露点温度

このとき雲霧帯雲底高度哨＋a

　　a：気象台の標高

　岡上・大谷〈1981）による上の式から求めた網代，三島，河口湖

の各気象台での雲霧帯雲底高度をFig．11に示す．雲霧帯雲底高度の

平均値は，最も海に近い網代では741m，三島では1005m，河口湖1739m

であり，内陸に入るにしたがって雲霧帯雲底高度が高くなる傾向が

認められた：そこでこの現象に注目し，雲霧帯雲底平均高度を海か

らの距離をパラメータとして回帰すると，海からの距離xがi㎞の

地点での雲霧帯雲底平均高度yi（m＞は次の式で求められた．なお，

回帰方法は，相関係数が高かった（Rr1）二次回帰を刺用した・今回

の回帰はたった3地点の推定値を利用したものであるため，二次回

帰で相関係数が高くなるのは当然であり，多くの雲霧帯高度推定地

点を利用する際には，重回帰分析を利用するなど改良の余地は十分

にある．

yi二〇．6351xi2＋51．4xG＋700．38
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　丹沢山地の東部にある丹沢山く1，567m）の海からの距離は22．9kn，

西部にある檜洞丸（1，600m）は24．49㎞である．これら2地点におけ

る雲霧帯雲底平均高度を上記の式から求めると，それぞれ1，544mと

1，578mであり，計算上は丹沢山地の山頂部は雲霧帯の中に入ってい

ることが示唆される．また，天城山では800～1，000血の間で雲霧帯

と考えられる濃霧が頻繁に観察された．上記の式から天城山（海か

らの距離：7．36㎞）の雲霧帯高度を算出すると1，044mとなり，算出

値は観察よりもやや高いものの，近似した値を得ることが出来た．

僅か3観測地点かち求めた回帰式ではあるが，本地域においては有

効な式と考えられた．

　ヤマトリカブト亜群集は高標高域に分布しており，高標高域に存

在する雲霧帯によって形成された湿性立地に成立すると考えられ，

これまでの研究（宮脇ほか1964，遠山・坂井1993，大野・尾関1997）

を裏付ける結果となった．また，丹沢山地の尾根の頂部は平坦であ

り（小池1ρ97），平坦な地形が水分や保水性の高い火山灰の流亡を

防ぎ，湿性立地を形成する平尾根効果（福嶋・岡崎1995）の影響も

無視できない．　　　　　　　　　　、

　典型亜群集スズタケ型は低標高域に分布しており，雲霧帯の影響

の少ない典型的な立地に成立しているタイプと考えられる・

　典型亜群集イヌブナ型の分布は，スズタケ型と比較して標高や傾

斜に大きな差はなかったが，イヌブナ型は標高や傾斜には現れない

条件に依存して成立するタイプと考えられる．イヌブナ型めツガや

オトコヨウゾメ，コカンメゲ，コアジサイを伴う特徴は，星（1999）

のブナーイヌブナ群集コアジサイ亜群集と類似しており，ブナーイ

ヌブナ群集tiアジサイ亜群集との移行的な立地に成立すると考えら

れ6．星（1999）によると，ブナーイヌブナ群集は，標高約800～1，200rp

の範囲に成立しており，ブナTイヌブナ群集コアジサイ亜群集は斜

面上部の安定した地形でA層の薄い土壌の立地条件下に成立して

いる．以上から，典型亜群集イヌブナ型も土壌が薄い立地条件に成
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立した，土地一生態的要因を反映した植生単位と考えられる．

6．3．天城山におけるブナ林め種組成分化

　天城はロアジサイーブナ群集の分布の中心であり，典型亜群集と

ミヤマタニソバ亜群集が確認されている．天城山は，コアジサイー

ブナ群集（高木・遠山1987）が記載された山地で，コアジサイーブ

ナ群集は貧栄養の火山性土壌に成立するスズタケを欠くタイプの群

集として記載された（高木・遠山1987）．

1）天城山に分布する植生単位

　コアジサイーブナ群集の典型亜群集とミヤヤタニソバ亜群集の2

亜群集が確認され，さらに典型亜群集はアセビ型とエゴノキ型，ヒ

メミヤマヌミレ型の3タイプに分けられた（Table　14）．

　アセビ型は林床をスズタケが密生しアセビが生育するタイプ，エ

ゴノキ型は林床をスズタケが密生し，エゴノキやオオモミジなどの

高木性の樹種が混生するタイプである．上記の2タイプは，高木・

遠山（1987）ではスズタゲーブナ群集として記録されている．ヒメ

ミヤマスミレ型は，林床のスズタケは少ないタイプで，高木・遠山

（1987）ではコアジサイーブナ群集として記載されたタイプである．

2）各植生単位の成立する地形

　各植生単位の成立する地形をFig．12に示した．典型亜群集の3型

はいずれも尾根から斜面部に分布しており，ミヤマタニソバ亜群集

は，谷と凹地に分布している．凹地は，皮子平という単生火山の火

口原にあり，サワグルミ林などが成立する湿性立地となっている・

3）標高と傾斜

　尾根から斜面に分布する典型亜群集の3型について・成立する標

高と傾斜の違いを確認したくFig．13）．アセビ型は，幅広い標高域に

分布し，傾斜については緩やかな平坦地に分布している・エゴノキ
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型は，標高1，200m以下の低標高域に広く分布している．ヒメミヤマ

スミレ型は，標高1，200m以上に広く分布するという結果となった．

4）スズタケの密度

　スズタケの桿密度および高さと標高との関係をまとめた（Fig．14）．

標高の高い場所では，桿の高さは05～1Mと低く，桿密度も40～60

本／㎡前後と低い方に偏っている．それに対し標高の低い場所では，

桿の高さは15～2．5mと高く，桿密度は40～80本／㎡と高い方まで

分布している傾向が認められた．

　亜群集レベルの種組成の分化は，地形条件に対応しており，典型

亜群集は，尾根から斜面にかけての典型的なブナ林の立地に成立し，

ミヤマタニソバ亜群集は，単生火山の火口原に生じた湿性立地とい

う特殊条件下に成立していた．

　典型亜群集の下位単位は，スズタケの生育適地の特性を反映した

植生単位と考えられる．スズタケの桿の高ざと密度が，標高の増加

と共にともに下がることから，スズタケが標高の増加に関係するス

トレスを受けていることが考えられる．夫城山の高標高域，特に相

模湾に面する万三郎岳の東側には風衝低木林がひろがっている・ス

ズタケの生態的特性の一つとして冬季の季節風に弱いということが

指摘されている（薄井1961，浅野・小滝1979）．これらから，高標

高域では直接風衝にさらされるため，スズタケの密生が阻害される

と考えられる．スズタケが優勢に生育するためには，冬季の季節風

を回避するか克服できる立地条件が必要と考えられる．冬季の季節

風を克服する条件として，地十と地上にある芽のうちどちらかが健

全な状態で越冬可能なことが必要である．高標高地では風衝による

乾燥のため地上芽の越冬が困難である．｝ilらに傾斜が急になると表

土は薄くなり，地中芽が健全な状態を維持できなくなるなどの阻害

要因が加わる．そのkめ高標高地ではスズタケは風背地の土壌の厚

い平坦地でのみ優勢に生育でき，風衝の影響の少ない低標高域では
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広く優勢に生育できると考えられる．スズタケの生育適地の特性か

ら植生単位の成立立地を考察すると，典型亜群集アセビ型はスズタ

ケが密生可能な高標高域の平坦地にのみ成立し・スズタケが密生で

きない高標高域の急傾斜地などではヒメミヤマスミレ型が成立す

る．一方低標高地には林床にスズタケの優占する林分である典型亜

群集エゴノキ型が成立すると考えられる．

614．箱根における種組成分化

箱根は，ヤマボウシーブナ群集とコアジサイーブナ群集の移行域

にあり，両群集が同一山地に存在している・両群集の成立する立地

を把握することで，両者の境界を明確にすることが期待される・

　1）箱根に分布する植生単位

　　コアジサイーブナ群集の典型亜群集とミヤ？タニソバ亜群集，ヤ

　マボウシーブナ群集ヒメシャラ亜群集が確認され・コアジサイーブ

、ナ群集典型亜群集はさらにスズタケ型とトクガワザサ型の2型が区

　分された（Tabie　15）．コアジサイーブナ群集典型亜群集スズタケ型

　はスズタケが林床を優占するタイプ，同群集同亜群集トクガワザサ

　型は，トク畑ザサかまたはハコネダケが林床を優占するタイプ・

　同群集ミヤマタニソ・運群集は，ミヤマクマザサが林床を優占する

　が，一般に湿性要素といわれる種が多く生育している・ヤマボウシ

　＿ブナ群集ヒメシャラ亜群集はササ類の優占する林分は少なく・構

　成種も多い．

2）ササの違い

ササの種類やササ類の植被の多少によって異なる植生単位に位置

づけられることが示唆された．そこで，Fig・15に各植生単位を構成

するササの種類と搬についてまとめた・コアジサイーブナ群勲

型亜群集スズタケ型はスズタケが密生し・同群集同亜群集トクガワ

ザサ型はトクガウザサかハコネダケカミ密生する洞群集ミヤマタニ
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ソバ亜群集はミヤマクマザサが密生する・ヤマボウシーブナ群集ヒ

メシヤラ亜群集は，ササ類の密生は稀で・ササ類の植被は僅かか・

無い．ササの欠ける立地でのみヤマボウシーブナ群集が成立し・そ

の他の立地では，ササの種類に対応して植生単位が異なる・ササ類

の生育適地を明確にする必要がある．

3）分布の違い

各植蝉位の水平分布を模式的に表した（Fig・16）・コアジサイー

ブナ群集典型亜群集スズタケ型は外輪副ヒ部の金時山と中央火゜丘

に分布している洞群集同亜群集トクガワザサ型は中央火゜丘の台

ヶ箭と外輪踊部に分布する．コアジサイーブナ群集ミヤマタニソ

ノ唖群集は中央火・丘の一部のみに分布する・ヤマボウシーブナ群

集ヒメシャラ亜群集は中央畑丘の一部と外輪山北部に分布する・

　コァジサイーブナ群集鯉亜群集スズタケ型とヤマボウシーブナ

群集ヒメシャラ亜群集の分布傾向は類似しており・両者の立地は重

複するところ力移く，スズタケカ樒生可能か否かが植生タイプを分

けることが伺われる．コアジサイーブナ群集ミヤマタ＝ソノ唖群集

の分布は限られており，成立は中央火・丘の繍な端条件に依存

していると考えられる．＝アジサイーブナ群集典型亜群集トクガワ

ザサ型は，他の植蝉位と重なる分布域｝紗なく・立地条件も大き

く異なることが考えられる・

4）標高と傾斜

　各植生単位の成立する標高と傾斜をFig・17に表した・コアジサイ

ーブナ群集典壷群集スズタケ型は，標高力i’1・…～1・3・・mと高いと

ころで堰斜は5－4破と広い鯛に分布する洞群集同亜群集

トクガワザサ型は，鯖は9・・－1・1・・mと低いところで・鯛は1°

－3唖と広い範囲に分布する・コアジ・e一イーブナ群集ミヤマタニ

ソバ醗集は，標高は1，1・・～1・2・・mとごく狭い範囲で・傾斜は2°

－35度と急な場所に分布している・ヤマボウシーブナ群集ヒメシ
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ヤラ亜群集は1　，000～1，200mと標高が高い場所で，傾斜は20～35度

の急な場所に分布している．

　標高の低い場所では，トクガワザサまたはハコネダケが密生し℃

しまい，スズタケーブナ群団要素は入れない．標高の高い場所では，

平坦地や安定した斜面部ではスズタケが密生してしまい・メズタケ

＿ブナ群団要素は入れない．標高が高く，傾斜が急でスズタケが密

生できない場所でのみ，スズタケーブナ群団ヒメシャラ亜群集が成

立可能となる．西尾・福嶋（1998）によると，スズタケが密生しな

いタイプの成立は古期外輪山の傾斜の急な部分に限られるとしてお

り，本研究の傾向と一致している．また，西尾・福嶋（1998）では，

ミヤマクマザサが優占するタイプのブナ林は，含水率の高い土壌に

成立するとしている．ミヤマクマザサが密生するタイプであるコア

ジサイーブナ群集ミヤマタニソバ亜群集は，中央火口丘に生じた土

地的な湿性立地に成立したタイプと考えられる・西尾・福嶋（1998）

では，トクガワザサが林床を優占するタイプのブナ林について取り

上げられていないが，トクガワザサは低標高域に生育適地を持ち，

標高の増加に応じてスズタケと交代するi（向があり・低地型のササ

林床型ブナ林と考えられる．また，スズタケは外輪山の北部と中央

火口丘，トクガワザサは外輪山南部と中央火口丘に分布する傾向が

確認された．外輪山南部は風衝低木林と考えられる林分があること

から，スズタケの冬季の季節風に弱v・生態的特性備井1961・・浅野

・小滝1979）が影響しているととも考えられ，こうしたことも植生

タイプを分ける要因の一つと．して考えられる．

　遠山・坂井（1993）では，ササ類が優占するタイプをヤマボウシ

ーブナ群集，ササ類が少ないタイプをコアジサイーブナ藤として

いる．しかし，今回の検討ではその逆の結果となった．これは）1コ

アジサイーブナ群集は元々ササ類の少ないタイプのブナ林に対して

命名された群集であり，本研究の体系とは群集の概念が異なること

による．
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6．5．各山地での種組成変動の特性

　丹沢，天城，箱根の各山地における種組成変動には，共通性が見

られる．典型部はスズタケなど密生するタイプのササ類が密生する．

立地が湿潤なためにササを欠く場所は，丹沢ではヤマボウシーブナ

群集ヤマトリヵブト亜群集，天城と箱根ではコアジサイーブナ群集

ミヤマタニソバ亜群集の湿性型亜群集が成立する．しかし，乾性立

地が要因でササ類を欠く場合は，丹沢ではヤマボウシーブナ群集典

型亜群集亜群集，天城ではコアジサイーブナ群集の典型亜群集が成

立したが，境界域の箱根では，ヤマボウシーブナ群集ヒメシャラ亜

群集が成立し，天城と丹沢とは異なる分化が確認された．

　いずれにせよ，山地内の種組成分化には，スズタケなど密生する

タイプのササの挙動が大きく関わっており，こういったササ類の生

育立地や生長特性などを把握することは，種組成を検討するために

は必要である．
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第7章　総合考察

7．1．本州中部太平洋側のブナ林の種組成分化の仕組み

　Fig．18に植生単位の分化に関わる環境条件について，　Fig．19にブナ

林の各植生単位と隣…接群落との関係をまとめた・WIとCIが低い内

陸的気候下で中生界の古い地質の地域ではスズタケーブナ群集とオ

クモミジバグマーブナ群落が成立する．相対的に降水量の多い地域

ではスズタケーブナ群集が成立し，降水量が少ない地域では内陸域

に分布する群落に広く生育するコナラーミズナラオーダーの種で特

徴づけられるオクモミジバグマーブナ群落が成立する・スズタケー

ブナ群集は，内陸性の弱い降水量の多い気候条件によってコナラ・一・・一

ミズナラオーダーの種の生育が制限されることによって成立すると

考えられる．スズタケーブナ群集の下位単位については，気候条件

や地質条件からは説明できず，土地的な要因を反映して成立した植

生単位と考えられる．亜群集の分化について明確にすることはでき

なかった要因の一つとしてスズタケーブナ群集の植生調査資料を多

く集めることができなかったこと，土地的要因まで調査できなかっ

たことなどが挙げられる．これらのデータの補強によって，亜群集

の分化の要因を明確にしていくことができると考えられる・また・

天龍川・大井川流域におけるツガ林やイヌブナ林など関連群落との

種組成と立地条件の比較や，スズタケーブナ群集の分布する天龍川

・大井川流域は，オクモミジバグマーブナ群落だけでなくシラキー

ブナ群集（福嶋ほか1995）とも分布域が接する地域であることから，

シラキーブナ群集との種組成と立地条件の比較をしていく必要もあ

る．オクモミジバグマーブナ群落の下位単位については，典型的な

立地条件下では，イヌブナ林との共通種が多く含みブナーイヌブナ

群集と同質と考えられたイヌブナ亜群落が成立し・寒冷地ではイヌ

ブナ林との共通種が少ない典型亜群落が成立する・これは標高が高

くなるなど温度が低くなることで下部温帯林であるイヌブナ林の要

素が生育できなくなるためと考えられる．WIとCIが高く降水量の

多い沿岸的気候下で，新第三系から第四紀の新しい地質の地域では，
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ヤマボウシーブナ群集とコアジサイーブナ群集が成立する．相対的

に温度条件が低く降水量も少ない地域ではヤマボウシーブナ群集が

成立し，温暖で降水量も多い地域では上級単位の種を欠くコアジサ

イ＿ブナ群集が成立する．　rアジサイーブナ群集は高温多湿な気候

によって上級単位の種が生育できなることが要因となって成立する

と考えられるが，地史的な要因についても考慮する必要がある．ヤ

マボウシーブナ群集の下位単位は，典型的な立地では典型亜群集・

相対的に寒冷で湿性条件にはヤマトリカブト亜群集，温暖な地域で

はコアジサイーブナ群集と類似するヒメシャラ亜群集が成立する・

ヤマトリカブト亜群集は高標高域に形成される雲霧帯や平尾根効果

が要因となって成立すると考えらる．ヒメシャラ亜群集は，ミズナ

ラ亜群団の種とヒメシャラ亜群集区分種の両方が生育可能な気候条

件が要因となって成立すると考えられる．コナジサイーブナ群集の

下位単位については，通常は典型亜群集が成立し，ミヤマタニソバ

亜群集は皮子平の火口原など局地的に生じた湿性立地に成立する．

ミヤマタニソバ亜群集はイウボタンーシオジ群集標徴種よりもシオ

ジーハルニレオー一ダーの種で特徴づけられた．コアジサイーブナ群

集の成立する天城や箱根は最も南に位置し温暖なことや・天城のサ

ワグルミ林の立地条件が皮子平の火iFi原という特殊立地であること

などの要因によってイワボタンーシオジ群集の標徴種群が生育し難

く，生育範囲の広いシオジーハルニレオーダーの種によって特徴づ

けられると考えられる．

　これまでの解析によっ、て本州中部太平洋側のブナ林では・群集レ

ベルの種組成の違いは，気候条件と地質の違いを背景にして生じて

いることが明らかとなった．地質については，それによって導かれ

る地形の違い通して影響することも考えなければならない・福嶋ほ

かく1995）は，群集レベルの種組成の違いは地理的に種組成が分化

したものとしているが，その地域性は気候と地質の違い反映するも

のと考えられた．なお，伊豆半島と箱根の一部に分布するコアジサ

イーブナ群集にっいては，中部山岳から関東山地にかけてのブナ林
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に普遍的なミズナラやシナノキ，ヨグソミネバリなどを欠くことで

同じ標徴種および区分種を持つヤマボウシーブナ群集と区分された

が，その要因として気候条件や地質条件以外にも後氷期における太

平洋型ブナ林の分布域の変遷（塚田1981，TsUkada1982）など地史的背

景についても考慮する必要がある．亜群集レベルの種組成の違いは，

分布域の広いオクモミジバグマーブナ群落とヤマボウシーブナ群集

では，群集内の温度傾度に沿った種組成分化を示した・分布域が限

られているコアジサイーブナ群集とスズタケーブナ群集では，温度

傾度に沿った種組成分化は認められず，土地的な条件に基づく種組

成分イば確認でき湘にコアジサイーブナ群集では湿潤条件が要因

となるものであった．このように，亜群集レベルの種組成の違いは，

おもに気候条件の傾度に沿った種組成の分化と湿性立地に対応した

種組成の分化が認められた．

　山地ごとの植生単位の分化については，検討した丹沢，天城・箱

根のk山地め全てで湿性型のブナ林が亜群集レベルで分化した．丹

沢と天城では，乾燥や橿乱などによるササ欠如型のブナ林は典型亜

群劇こ含まれたが，コアジサイーブナ群集がおもに成立し一訓こヤ

マボウシーブナ群集が成立する箱根においては，乾燥や撹乱などに

よるササ欠如型めブナ林はヤマボウシーブナ群集ヒメシャラ亜群集

となった．いずれにせよスズタケなど密生ナるタイプのササ類の挙

動が種繊の違いをもたらしている点カミ共me　L・ササ類の挙動は・

温度条件や風衝の影…響，傾斜など土地的な条件を反映していた．ブ

ナ林の種繊斜七にはササ類の生劇こ影響を与える要因について詳

細に解明していく必要がある．

　これまでの太平洋型ブナ林の種組成分化の特徴は，湿性型ブナ林

の亜群集レベルでの分化が顕著な点である・福嶋ほか（1995）によ

ると，スズタケーブナ群集では湿性型ブナ林は確認されていないが・

シラキーブナ群集のオオマルバノテンニンソウ亜群集，ニシノヤマ

タイミンガサ亜群集，ヤマボウシーブナ群集のミヤマクマザサ亜群

集とヤマタイミンガ糎群集が湿性型ブナ林にあたる・また・シラ



キーブナ群集では，四国の剣山や石鎚山，工石山，紀伊半島の大台

ヶ原と大峰山の高標高域に成立するオオイタヤメイゲツ亜群集が区

分されているが，オクモミジバグマーブナ群落典型亜群落がこれと

類似した種組成分化パターンである．ヤマボウシーブナ群集（福嶋

ほか199S）では，このような温度条件が要因と考えられる亜群集の

分化は確認されていない．

　本研究におけるブナ林の群落体系の大きな特徴は，コアジサイー

ブナ群集やスズタケーブナ群集などの地域群集の存在や，福嶋ほか

（1995）によるヤマボウシーブナ群集とスズタケーブナ群集からは

確認されなかったヤマボウシーブナ群集ヒメシャラ亜群集やオクモ

ミジバグマーブナ群落典型亜群落のような温度条件に対応した亜群

集の分化が顕著に確認されたことである・このことから・福嶋ほか

（1995，200i）のような広域的な種組成の比較に基づく植生単位の

確定とともに，それぞれの単位の分布域を対象とする地域的・網羅

的な種組成の検討も重要と考えられる・
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おわりに

　自然保護には，保存的自然保護，防御的自然保護，保全的自然保

護，復元的自然保護，再生的自然保護など目的を明確化した管理概

念がある（渡邊1994）．種組成データのような基本資料はいずれの

管理法にとっても重要な資料となりうるが，特に復元的自然保護に

関しては，種組成は復元計画の立案のための資料や回復の程度を計

る指標となるり，非常に重要な資料となりうる．

　また，本研究において，ブナ林は必ずしも多様性の高い群落では

なく，多様度の低い植生単位も認められた．種組成と立地条件の関

係を明確忙把握することで，適切な多様性をもったブナ林の植生回

復が可能になると考えられる．

　夏緑広葉樹林帯の復元的自然保護の例は少ないが・植生学的理論

に基づく植生復元を実践した例として塩那道路での環境保全林形成

が挙げられる．中村・宮脇（1995）は塩那道路環境保全林について，

植栽後10年を経過して相観として森林の形態を有するに至っても，

林床の種組成は草原や低木林など遷移初期の植物群落の種組成に近

い状態にあり，森林の生態系を＋分に機能させるには淋床に森林

性植物を補植する必要があるとしている・このような実例からみて

も種組成の把握は重要である．

　群落の希少性にっいて，たとえば「ヤマボウシーブナ群集は希少

である」というように，植生単位を群集レベルで一纏めにして扱い

がちである．本研究では，群集の中にも複数の亜群集があり、さら

にその中にもいくつかの植生タイプがあることが確認された．この

ような群落の種組成の内容による希少性について言及し，保護管理

をおζなおうというものは少なく，種組成の違いに基づいた植生タ

イプの多様性の保全に注目してもよいのではないかと考える．また，

本研究で認識され趣域群集のように特殊な種繊を持ち分布地域

が限られる群落は，紗性の高い群落と考えらる・このような麟

め認識はやはり対象地域を絞り込んだ研究が必要であり・今鶴各

地で本研究と同様のスケールによる研究を進めるべきである．
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摘要

　1．本州中部の太平洋側を対象にブナ林の植生単位とその立地条件

を把握し，種組成に違いが生：じる仕組みを明らかにした．

　2．本地域のブナ林からは，3群集1群落7亜群集2亜群落が識別

された．確認された植生単位は，スズタケーブナ群集と・その下位

単位の典型亜群集，ナツツバキ亜群集，オクモミジバグマーブナ群

落とその下位単位の典型亜群落，イヌブナ亜群落，ヤマボウシーブ

ナ群集とその下位単位の典型亜群集，ヤマトリカブト亜群集・ヒメ

シャラ亜群集，コアジサィーブナ群集とその下位単位の典型亜群集

とミヤマタニソバ亜群集である，

　3．福嶋ほか（1995）によるブナ林の植物社会学的体系と比較し，

太平洋型ブナ林の中での位置付けを明らかにした．本研究によるス

ズタケーブナ群集とオクモミジバグマーブナ群落は，福嶋ほか

（1995）のスズタケーブナ群集，本研究によるヤマボウシーブナ群

集とコアジサイーブナ群集は，福嶋ほか（1995）のヤマボウシーブ

ナ群集に相当することが判明した．

　4．本地域のブナ林の多様性にっいて検討した．種数，種密度，多

様度Htはオクモミジバグマーブナ群落イヌブナ亜群落，ヤマボウシー

ブナ群集ヤマトリカブト亜群集，ヒメシャラ亜群集，コアジサイー

ブナ群集ミヤマタニソバ亜群集で高く，均等度♂は植生単位による

大きな差は見られなかった．多様度に差が見られた要因は種組成の

　　　　　　　　　　　　　　　　　1特性を反映したものと考えられる．ま．た，均等度に差が見られなか

った要因としてスタンドによって林分構造が異なり，同じ植生単位

であつても林分構造には違いがあることが考えられる．

　5．本州中部太平洋側地域のイヌブナ・ツガ林について，植物社会

学的位置付けを確認したところ，ブナーイヌブナ群集に同定された．

　6．日本のシオジーハルニレオーダーについて植物社会学的な体系

化をおこなった．3群団15群集1群翻ミ区分された・そのうち本州

中部地域に分布するのは，ヤマタイミンガサーサワグルミ群集，イ

ワボタy一シオジ群集，ミヤマクマワラビーシオジ群集の3群集で
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あった．

　7．本州中部の太平洋型ブナ林と，関連性が深いと考えられるミズ

ナラ林，イヌブナ・ツガ拓ウラジtaモミ林，渓畔林と種組成の違

いを比較した．体系化をおこなったところ，3オーダー5群団9群

集4群落が確認された．スズタケーブナ群集，ヤマボウシーブナ群

集，コアジサイーブナ群集はスズタケーブナ群団に属する群集とし

て確認された．しかし，オクモミジバグマーブナ群辛はコナラLミ

ズナラA－　・一ダーに属する可能性が示唆された．さらにオクモミジバ

グマーブナ群落典型亜群落は同オーダーの典型群団，イヌブナ亜群

落はマルバアオダモーミズナラ群団と属レベルでの違いと考えられ

た．またイヌブナ亜群落ブナーイヌブナ群集と同質の種組成をもつ

と見なされた．

8弓ナ林の各植生単位について主成分分析の結果・各植生単位の

明瞭な配列が認められ，WIやCI，降水量などの気候条件や地質条

件との相関が高かった．

　9．ブす林の植生単位と気候条件の間に明瞭な対応関係が見られ

た．スズタケーブナ群集とオクモミジバグマーブナ群㍊型亜群落

は，WIとCIがともに低い地域に分布し，さらに，スズタケーブナ

群集は降水量の多い地域に，オクモミジバグマーブナ群落は降水量

の少ない地域に分布していた∵ヤマボウシーブナ群集はWIとCIが

高く，降水量も年間を通して多い地域に分布しており1コアジサイ

ーブナ群集は最もWIとCIが高く，降水量も多い地域に分布してい

た．

　10．植生単位と地質条件の問に明瞭な対応関係が見られた．スズ

タケーブナ群集，オクモミジバグマーブナ群落は中生界堆積岩類の

山地に成立すしていた．ヤマボウシーブナ群集典型亜群集とヤマド

リカブト亜群集は新第三系火山岩類，ヤマボウシーブナ群集ヒメシ

ャラ亜群集とコアジサイーブナ群集は第四紀火山岩類の地域に成立

していた．

　1i．丹沢山地における地域植生単位1ま，ヤマボウシーブナ群集典
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型亜群集のスズタケ型とイヌブナ型，同群集ヤマトリカブト亜群集

の3タイプで，標高に対応した分化を示した．雲霧帯雲底高度の推

定から，山頂部の雲霧帯の存在が確認され，ヤマトリカブト亜群集

は雲霧帯による湿性立地の形成によって分化したものと考えちれ

た．典型亜群集のイヌブナ型は，イヌブナ林との移行的な部分で，

薄い土壌が要因となって分化した型と考えられた・

　12．天城における地域植生単位は，コアジサイーブナ群集典型亜

群集のアセビ型エゴノキ型，ヒメミヤマスミレ型，同群集ミヤマタ

ニソバ亜群集の4タイプで，亜群集レベルの種組成の違いは，尾根

分布型か谷分布型かという地形条件を反映していた・典型亜群集の

3型は，標高や傾斜の違いに対応しており，スズタケの生育状態が

種組成に大きく影響していた．

　13．箱根における地域植生単位は，コアジサイーブナ群集典型亜

群集のスズタケ型，トクガワザサ型，同群集ミヤマタニソバ亜群集・

ヤマボウシーブナ群集「Elメシャラ亜群集の4タイプで，それぞれ構

成するササ類の種類や植被率に違いが認められた．構成するササ類

の違いは，温度や土壌水分などの立地条件の違いを反映すると考え

られ，スズタケが密生できない傾斜の急な不安定立地でのみ・ヤマ

ボウシーブナ群集が成立可能となる・

　14．本州中部太平洋側のブナ林では，群集レベルの種組成の違い

は，気候条件と地質条件の両方が影響することで生じる・亜群集レ

ベルの種組成の違いは，分布域の広いオクモミジバグマーブナ群落

やヤマボウシーブナ群集では，群集内の温度傾度に沿ったもので・

分布範囲が狭いスズタケーブナ群集やコアジサイーブナ群集では，

湿性立地に対応したなど土地的な条件に基づいて生じる・

　15．山地内の地域型の分化は，湿性型のブナ林が亜群集レベルで

分化し，典型部では，スズタケなど密生するタイプのササ類の温度

条件や風衝の影響，傾斜など土地的な条件を反映した挙動が種組成

の違いをもたらす．
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Table　2．本州申部地域における太平洋型ブナ林の総合常在度表
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Table　5．植生調査地点と総合常在度表（Table　7）のデータソース

，Rurm－rmt　numberは総合常在度表に対応している

Run．　No．　Lodat輌on Data　source

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

秩父

秩父

南アルプス周辺（天竜川上流域）

南アルプス周辺（天竜川上流域）

木曽
南アルプス周辺

南アルプス周辺

丹沢
秩父

奥多摩

奥多摩
秩父

奥多摩

現地調査資料
川西未発表資料
村上・宮脇1988（Table　2：11・・13，15）

村上・宮脇1988（Table　2：3－S，7，9）

宮脇編1986（Table　127：22）

宮脇編1979　〈Table　65：1－7，15）

宮脇編1979（Tabie　71：2－14）

現地調査資料
宮脇編1979（Table　65：13，16－20，71：1）

宮脇編1985（Table　90：1，6，＆10）

現地調査資料
大野・尾関1997（Table　4－1－3：9，13－15，17－21）

川西未発表資料
村上・宮脇1988（Table　1：1－31　5，8－10，12）

宮脇編1986（Table　127：34）

宮脇編1986（Table　101：5，127：33，35）

奥富ほか1987（Table　62：1，2，4－－7，10）

奥富ほか1987（Table　62：3，8，12，13，15s　16，18）

宮脇編1986（Table　101：1－4，10）

村上・宮脇1988（Table　1：6，7，11）

奥富ほか1987（Table　6S：1－7）



Table　6．植生調査地点と総合常在度表（Table　8）のデータソース

Run血g　numberは総合常在度表に対応している．

R㎜．No．　Location Data　source Run．　No．　Location Data　source

1

2
3

4
5

6

7
8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20
21

22
23
24
25
26
27
23

北海道
北海道
北海道

東北
中部（長野）

中部（長野）

東北（月山）

中部

東北
関東
中部
中国（芸北〉

中国

中国
中国

近畿
中国

関東
中部（長野）

中部
中部（長野）

関東

秩父
秩父
中蔀

関東

宮脇編（1988＞

宮脇編（1988）
宮脇編（1988）

宮脇編（1987）

宮脇編（1979）
宮脇編（1979）

鈴木（1956）

宮脇編（1985）

宮脇編（1987）

宮脇編（1986）
宮脇編（1985）

堀川・佐々木（1959）
宮脇編（1983）

宮脇編（1983）

宮脇編（1983）

宮脇編（1984）

宮脇編（1983）
宮脇i編（1986）

宮脇編（1979）
宮脇編（1985）

宮脇編（1979）

宮脇編（1986）

久保（1999）

久保（1999）

宮脇編（1985）
宮脇編（1986）

関東（奥多摩）現地調査資料
中部（静岡）

29　　中部

現地調査資料
宮脇ほか（1971，1977）

宮脇編（1985）

30
31

32

33

34
35

36

37
38

39

40
41

42
43
44
45
46
47

48

49
50
51

52
53

54

55
56

57

58

中部

中部
関東（丹沢）

関東（丹沢）

中部（富士）

中蔀

中部（天城）

近畿
近畿
近畿
四国
四国
九州

九州

九州

北海道
北海道
北海道
東北
東北
東北
関東
中部（戸隠）

中部（戸隠）

宮脇編（1985）

鈴木（1949a）

大野・尾関（1997）

宮脇ほか（1964）
宮脇ほか（1970，1987）
宮脇編（1985）

現地調査資料
宮脇編（1984）

宮脇編（1984）

宮脇編（1984）

宮脇編（1982）
宮脇編（1982）

宮脇編（1981）

宮脇編（1981）

宮脇編（1981）

宮脇編（1988）

宮脇編（1988）

宮脇編（1988）

宮脇編（1987）

宮脇編（1987）

宮脇編（1987）

宮脇編（1986）

羽田ほか（1970）

宮脇編（1979）

中部・（上高地）宮脇編（1979）

関東
関東

宮脇編（1986＞

宮脇編（1986）

中部（軽井沢）宮脇編（1979）

中部（茅野）　宮脇編（1985）



Table　7．本州中部におけるイヌブナ林およびツガ林の種組成

A：プナーイヌブナ群集

　1：典型亜群集 2：アセビ亜群集

群集
亜群集

通し番号

圧≡≡≡≡≡≡≡≡ヨ熟
1　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9　10　11　12

Cb　Cb　TO　TO　TO　TO　　T2　Cb　Ot　Ot　Cb　Ot

1　　’2　　3　　4　　5　　6　　7L　9・10　11　12　13

・ナーイヌナ群

　イヌブナ　　 VVV皿VV　ハウウンホ゜ク　　　　　　皿　　I　　I　　＋　　皿　　皿

　オト1ヨウソrメ　　　　　　　　　　　　・　　＋　　π　　・

　アワフ「キ　　　　　　　　五　　I　　I　　＋　　皿　　1ロ

　ハ◆イカツツジ　　　　　　　　　　　　　・　　五　　皿　　・

　予ゴユリ　　・EI＋皿lv　ヤマツツジ　　　　　　　∬　　I　　I　　I　　∬　　1

典型亜群集区分種

　ウラジロモミ　　皿皿VIVI皿
　トウコ．クミツバ乞ツツシ．　　　I　　W　　皿　　1皿　　皿　　W

　オオカメ1キ　　　　　　I　I▽　1　五　　・　皿
　タガネソウ　　　　　　　1　皿　　・　　　　　・　皿

　マイツ’Jレツウ　　　　　　　　　・　皿　　＋　　＋　　皿

　ユキザサ　　　　　　　∬　　1　　　　1　虹　N
　ヤグルマソウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　】E’

　クジャクシダ　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　＋　　］∬

アセビ亜群集区分種

　アセピ
　イヌツゲ

　ネシ干
　ヤシヤプシ
　コハ’ノカ’マズミ

　マルパウツギ
　ティカカズラ

　キッコウハグマ

変群集区分種
　イワがラミ

　イヌシデ
　サワシハ’

　シナノキ
　オクモミジハクヤ

　ハ’イカウツギ

　ココソ舛ギ
　ツタウルシ
　ミヤマクマワラビ

　ツク〉、冷ソウ

　オオモミジ
　Yヨウシ「サ゜クラ

　ハナィカダ
　アカシaウマ

　エンコウカエデ

　ヤマボウシ
　モミジ存ゴ

　カヤ
　がマズミ
　ツルマサキ

　夢；欝
　カシワ〆八グマ

　FVノキ
　サンショウ

　ラ判シズカ

　　ジロノキ　霧，、

　アプラツツヅ
　ウスギヨウラク

　ミヤマカラマツ

　ウスケ加モジ
　ウス’ベサイシン

　エンレrソウ
　ヒロハイヌワラピ

　クロthYIS・
　ヤマタイミンカ・サ

　」レイヨウショウマ

　シュロソウ

　畷モミ
　イタヤカエデ　　　　　　　　　　　　　　・　　∬　　皿　　ロ

　イ朗ラピ
　ミヤマイホ・タ　　　　　　　　　　・　　I　　I　　＋　　’

　エゴノキ
　ミヤマク日モジ
ナカ’1V1スミレサイシジ　　・　　・　　・　　…

オニツルウメ十ドキ

オ勅都痴レ
サンカクヅル

ミヤマシキミ

ウリノキ

サルトリイハ●

ヤマジノホFFキ゜ス

カ’Oウツギ

キクハ’トコロ

アズマイバラ

ソバ’t

オオバ泊ウマ

エイザンスミレ

ヤマウグイスカク「ラ

メグスリノキ

・五・
・1’

VVVVI皿1】v皿皿llI
ll・】M虹皿v
班vvv［五∬皿1　 ・V
・＋IIV・∬
皿江江∬皿皿1

V皿N∬VN巫・皿ll・皿
五皿＋・］【v皿
五皿・　・箪
・五】［7VV・皿
耳＋EV∬皿
1皿＋1∬凪
皿＋∬；

　・正rv・
・1皿皿・1
・1・皿1・
　・＋皿・
・＋∬・皿皿
　　　1皿］訂
…　　t皿】［Ψ

・1∀・・1・
・正w・
・皿w・
　・皿皿・1
・・ P画・・
・・ x工・1
・＋∬皿・
・＋・五1i［・’
　・班皿・
1＋・7v’・
　＋＋V・
　・＋．V・
　　・正・
　・＋皿・
・＋・孤7・
　・＋皿・
・1＋皿1・

カンスゲ

タチツボφスミレ

チドリノキ

タマアゾサイ

ヤプレカサ

アサダ

ヒトリシズカ

トチ’、rニンシ．ン

ヒナスミレ

オニドゴロ

効オヒゴタイ

ヤマウルシ

フク陣シダ

ナンキンナナカマド

ヒナスゲ

アカヤシオ

イワウチワ

ヤマグルマ

・II・・E
・　　　，　　 ・　　　，　　　・　　 ・

・II・」巫
・・ H・五・
…　　　　十　・　・

・・… @　
1

・・… @　
1

・・ 撃撃戟nII
…　　　1
…　　　　十

・∬’j＋・

・工・…
マルバアオダモー一一ミズナラ群団

アカシデ

キヌタソウ

カス詩吻ラ

マルパアオタ冷

クリ

皿・
・五・・
・∬皿皿
・皿

IVIIIIII…　　耳・
∬・・1五・

スズタケーブナ群団の種
　ス3’タケ

　クロモジ
　ヨク・1ノミネノ～°リ

　クマシデ
　ツ勿ベネウツギ

　ナツツバキ
　タンナサワフタギ

　シラキ
　ゴヨウツツ・〉・

　ハリギリ
　ウリハタ’hエデ

　赫ノキ
　ミヤマイタ予シダ

ブナクラスの種

瓢
　ツリハ「ナ

　ミズナラ

　ツノハシバミ

　ゴトウヅル

VIEII∬巫
五V皿・VV】VUII皿狂皿
N∬1・皿皿皿
・皿五皿宜I
VII・皿皿
・’・・ M1
・… @　1・
1・班＋工IIv　iit　lv＋皿皿

1・皿＋∬・
・皿1＋1皿
IV’V血NV皿
皿Vrv菰皿V・Ilt∬E∬皿N
∬rvvw】v皿
・1∬皿江皿
1皿・・IVササーブナオPtダ・・一一の種

　ブナ
　コハウチワカエテ◆

　コジアプラ

　ミヤ袖∀ズミ
，コミネ拡デ

　イトスゲ
　オオィタヤメイケ゜ツ

　ヒメシャラ

　ミヤコザサ

随伴種
　ツが
　ムラサキシキプ

　アオハダ
　タ「ンコウノベイ

　ウリカエデ
　ハウチワカエテ゜

　コカンスゲ
　ミツ’ベツツシ゜

　コアジサイ

　仁トツ肋エデ

　マツプサ
　ァキノキリンソウ

　ヘビノネゴザ

IVV皿1∬IV皿】M皿N皿
皿］π∬双皿1
五V】V皿］yy
皿・rv・＋皿皿
尋　・　・　十　・　・．

・・… @　
1

・　・　、　・　十　・

…　　．’・1

皿皿］［VV∬7V
II皿1皿皿五V・皿血N
I口江皿五皿
1・1江∬IN皿N皿皿】［v
・1皿rv皿皿
H江・1正皿，
IV・∬V泣∬皿Illl】v
・・ ]1巫皿・皿皿江皿1
皿］［V工†E皿

ナカ㌃Cノコウヤホ◆ウキ　　1　爪7　・　・　1　皿

ヤマアジサイ

モミ

サワダツ

ウワミス「サ゜クラ

ノリウツギ

フクオウソウ

カマツカ

ミヤマNSソ

ヒナウチ励エデ

ヒノキ

うラゲェンコウ
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Table　12．ブナ林の植生単位と気候条件の関係（多重比較検定）

S　A　　C H　　St Ss　At Af Ct　Ca Cs Ht H
ス　タケー　ナ　　（S）
　典型亜群集（St）一

　ナツツバキ亜群集（Ss）

オクモミジバグマーブナ群落（A）

　典型亜群落（At）

　イヌブナ亜群集（Aめ
ヤマボウシーブナ群集（C）

　典型亜群集（CO
　ヤマトリカブト亜群集（Ca）

　ヒメシャラ亜群集（Cs）

コアジサイーブナ群集（H）

　典型亜群集（Ht）
　ミヤマタニソバ亜群集

一　N．S．＊　　＊

＊　　　＊

＊

・　N．S．

一　N．S．

．　＊止S．

　　　　＊

一　N．S，

の CI SACHStSsAtAfCtCaCSHtH
ス　　ケー　　　　（S）

　典唖群集1（St）
　ナツツバキ亜群集（Ss）’

才クモミジバグマーブナ群落（A）

　典型亜群落（At）

　イヌブナ亜群集（AO
ヤマボウシーブナ群集（C）

　典型亜群集（Ct）

　ヤマトリカブト亜群集（Ca）

，亮瀦弩聾駿も
　典型亜群集nat）
　ミヤマタニソバ亜群集（H

一　N．S．　＊　　＊

＊　　　　＊

章

一　N．S．

率

＊　　　＊

v　N．s、

P SACHStSsAtAfCtCaCsHtH
ス　　ケー　ナ　　（S）

　典型亜群集（St）

　ナツツバキ亜群集（Ss）

オクモミジバグマーブナ群落（A）

　典型亜群落（At）
　イヌブナ亜群集（Af）

ヤマボウシーブナ群集（C）

　典型亜群集（Ct）
　ヤマトリカブト亜群集（Ca）

上メシャラ亜群集（Cs）

コァジサイーブナ群集（H｝

　典型亜群集（Ht）
　ミヤマタニソバ亜群集

一　＊　N．S．＊

＊　　　　＊

牢

・　N．S．

一　N．S．

＊　　　＊

　　＊

一　N．S．

S　A　　C　　H t　　s　At　Af　Ct　Ca　Cs　Ht　H

ス　　ー　　　　（S）
　　典型亜群集（St）

’　ナツツバキ亜群集《Ss）

オクモミジバグマーブナ群藩仏）

　　典型亜群落（At）

　　イヌブナ亜群集（Af）

　ヤマボウシーブナ群集（C〕

　　典型亜群集（qP
　　ヤマトリカブト亜群幕（Ca）

　　ヒメシヤラ蚕E群集（Cs）

コアジサイーブナ群集（H）

　　典型亜群集Mt）
　　ミヤマタニソバ亜群i集

一　＊N．＆　＊
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寧
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＿　N．S．

＊　　　＊
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’S　A　，＜⊃ St　Ss　At　Af　Ct　Ca　Cs　Ht　E［

ス　　ケー　ナ　　（S）

　典型亜群集（St）

　ナツツバキ亜群集（Ss）
オクモミジバグマーブナ群嘉仏）

　典型亜群落（At）

　イヌブナ亜群集（AO
ヤマボウシーブナ群集（C）

　典型亜群集fCt）
　ヤマトリカブト亜群集（ca）

　ヒメシャラ亜群集（CS）

コアジサイーブナ群集（H）
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　典鯉群集（St）
　ナツツバキ亜群集（Ss）

オクモミジバグマーブナ群落仏）

　典型亜群落（At）．

　イヌブナ亜群集（Af）

ヤマボウシーブナ群集（C）

　典型亜群fi　（Cめ

　ヤマトリカブト亜群集（Ca）

　ヒメシャラ亜群集（Cs）
コアジサイーオナ群集（H）

　典型亜群集（Ht）
　ミヤマタ；ソノ㊦亜君羊集
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　典型亜群集（St）
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Tabie　i3．丹沢1tf地におけるブナ林の種組成

　A：ヤマボウシーブナ群集
　　a：ヤマトリカブト亜群集　　　　b：典型亜群集

　　　　　　　　　bl：スズタケ型
　　　　　　　　　ts2・　Kヌブナi型
群集
亜群集
地域型

調査区数

平均出現数

9　　　30　　　9　　　19　　27　　　14　　25　　13

42．9　36．2　28．8　36．1　32．9　19．7　25．3　40．3

ヤマトリカ　ト亜群集区分榎．．＿＿＿＿一一一一一．．．．．“．一、

　ホソエノアザミ　　1皿rvWI▽il　＋　・　1
　ミヤマタニタテ・

　デンニンソウ

　ツルシロthネソウ

　ミヤマタニソパ

　ヤマトtJカプト

　ムカヨ・イラ・クサ

　チドリノキ
　サワグルミ

イヌブナ型区分種

　アカシデ
　イヌブナ

　ツが
　アワブキ
　がマスざ
　才臼ヨウゾメ

　ハ殉ンホ’O
ヤマトリカブト亜群集要素

　クワがタツウ

　材イタヤメイゲツ

　莞穿ザ
　ナナカマド
　？ルハ’ダケプキ

　イトぼ
　マユミ
　ュキザサ
　オ勃メノキ
　タテヤマギク
　：ウモリソウ
　材バショウマ
　マイ獅ジウ
　オクモミジハグマ
　ヤマシロギク
　オ才モミシ．戊ゴサ

　オシダ
　イヌヤマハ妨
　サラシナショウマ

　　　5　オク7hンスケ
　ハンシ……ウヅル

　モミジがサ
　バイケイソウ
　イヌトウバナ
　ハ苦ライチゴ
　ミヤマチドS
　ヤマカモジグサ
　オククルマムグラ

　ミズ
　コウヤノマンネンク「サ

　ミツパッチグリ

典型露鑛
　コ八ウチウカエデ

　アセビ
　功ンスゲ
　ミヤマカンスゲ
　iSウチ効工デ
　ツクハ◎ネソウ

　ミズナラ
　クマシデ
　ムラサキシキプ
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Table鳳天城山ブナ林の常在度表
l

　A：コアジサイーブナ群集
　　a：典型亜群集ノ　　al：型

　　　　　a2：エゴノキ型
　　　　　a3ンヒメミヤマスミレ型
群集
亜群集

A　　　　　　　　，

’a b

al　a2　a3
ト　　　

8］424912：3　　15．1　27．1　35．4

b：ミヤマタニソバ亜群集・

A
a　、 b

al　a2　a3

調査屡数
平均出現種数
エコノ型区分種
　エゴノキ

イヌシデ

オオモミジ

アオダモ・

・皿＋・
・1V皿江
1皿1血・皿】rv’皿

卍、ウチ勃工デ　・皿皿1
マメザクラ

　ウリバダカエデ
　サラサドウダン　　　，

ヒメミヤマスミレ型区分種
ヒメミヤマスミレ

コシァプラ

コアヅサイ

琴ジィチゴ

オオカメノキ

ミヤマイボタ

イトスゲ

アオハダ

ジンパイソウ

パライチt

皿皿皿皿
皿江］M皿
五1皿1［　　1
・　・］v皿
・皿V皿・　・V皿1
・・ u血
1＋】M∬
1・Erv・　・皿皿
・皿皿1
1・皿耳　　　t・　・五瓜7

ミヤ『X㍊鷲集甲苧竺V
　イワセントウソウ　　　　…　　　　　　　　　V

　テ’Vコモミシ゜ガサ　　　…　　　　　　　　　v

　サワク゜ルミ　　　　　　　・　　　・　　　r　　　I▽

　シコクス訪　　　　　　・　　・　　r　　工Ψ

　ヤマトリカブト　　　　　…　　　　　　　　　皿

　シロヨメナ　 …　　皿マユミ

ヤマアジサイ

ヘビノネゴザ

マムシゲサ

アカショウマ

チト゜リノキ

ヤマトウパナ

オシダ

・　・1皿
・　・r1皿
・　・　1皿
…　　　皿
・　・　r皿
…　　　皿
…　　　皿
・　・1皿　シ’hウモンジシダ　　　　…　　　　　　　　　　皿

ス×タケーブナ群団の種

　タンナサリフタギVVVV
　ヒメシャラ　 1▽VV皿　スズタケ　 VV］M皿　ツ勿Vネウツギ皿EV皿
　オオイタヤメイゲッ　　∬　　　＋　　皿　　N

　トウゴクミツバ’ツッジ1＋皿皿
　クロモシ◆　　　　　　五　　　∬　　皿　　　・

　クマシデ　　　　　　　1　　　耳　　　丑　　　工

　ヨゲソミネハ◆リ　　　　・　　兀’　工　　　’

　ヤマボウシ　　　　　　1　　立　　　．　　1

　ゴヨウツツジ　　　　…　　　　　　　’
ササー一ブナオ“：t”ダーの種

　ブナ
　コミネ妃デ
　材ノキ
　」Sリギリ
　ミヤマがマス◆ミ

　猟ソウ
ブナクラスの種

　リzウプ
　ツタウルシ

　イワ筋ミ
　ゴ5ウヅル
随伴種
　カマツカ

　7kピ
　ッルシキミ

　J＿　アフフチヤン

V▽VV∬7］VV皿
∬正＋1五、11皿
・．・ ﾜ・
・1・1・　・　rI

W】VV］I
I∬VN∬＋・V皿
…　　　皿

VVV皿V皿V∬∬＋V孤m
五皿∬皿

イヌツケ　　　　　　　1　　　工　　　Jr　　l

コハ◆mカφマス・ミ　　　　・　　　・　　皿　　　江

ハリカ◆ネワラビ　　　　　、　　　＋　　　皿　　　’

ミヤマナルコユリ　　　五　　＋　　I　　E

タニギキョウ　　　　　1　　＋　　1　　江

キツコウハグマ　　　　　・　　　・　　皿　　　・

カシ’力エデ　　　　　　’　　I　　　t「　　江1

ミヤマタニソバ　　　　　1　　　’　　　r　　　E

イロハ壬ミジ　　　　　　1　　　工　　　r　　　エ

ヤマツツジ　　　　’　　・　　　I　　　r　　　I

アマキ◆シャクナゲ　　　・　　・　　1　　・

イチヤクソウ

カヤズミ

イヌヤマハッカ

・　・1・
・　・r丑
…　　　皿

ヒナウチワカエデ　　　　・　　・　　＋　　1

ノリウツギ

ホウチャクソウ

アサノハカエデ

ニワトコ

ダイコンソウ

ぴノガリヤス

ケヤキ

ミヤマタニタテ，

：ウモリソウ

クワカ．タソウ’

ミヤマカタノVミ

モミ

ヤマカモヅグサ

ツルマサキ

ギンリョウソウ

オオパアサガラ

シダsp・
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ホソハ◆シケシダ
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ミ丸キ

イタヤカエデ

ツルシロカネソウ

サワハコペ

勧ニンソウ

ウバユリ

ウツギ

ヤマイヌワラビ

アマギツツジ

タテツ6°スミレ

ハコネグミ

ヤマハンノキ

ヤマコウハ㌻

ナツグミ

コプシ

ムラサキシキブ

ホソxhエデ

ツルリンドウ

フタバアオイ

ホソエノアザミ

辮纈
イヌザクラ

ミツバアケビ

Fツ，Jノガナ

ウマノミツ’ベ

フタリシス功

キヨ舛シダ

オオィ5スゲ
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・ ・江
・　・∬
・　・∬
　r　’
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肩　r
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Table　15、箱根におけるブナ林の種組成

　A：コアジサイーブナ群集

　　al：典型亜群集
　　　a1－’1：スズタケ型
　　　hl／－・2：トクガワザサ型
　　a2：ミヤマタニソバ亜群集

群集
亜群集
地域型

調査区数
平均出現種数

A B
a1 a2F b

a「－1a卜2

161262323．6　26．2　44．8　45．3

B：ヤマボウシーブナ群集

　b：ヒメツヤラ亜群集

lllpmlnCM－一一一一M－一’epm”pt

　　　　■■やロひ－－のコt　■tee　スズタケ　　　　iVi皿　宜　E
トクガワザサ型区分種　　銭……f’

　トクがワザザ　　　　　　、・i：：：薄：：：iI　E

ミヤマタニソバ亜群集区分種　　　　一一一一．．一．一

　ミヤマタニV－A’　　　　　　　　　　・　　　＋　i　I▽　1　・

　ゴマギ　　 ・＋lvi・
　ミヤマeマif’if　　・弓vi・
　シコクスミレ　　　　　1　＋IVIil
　ヒメウワパミソウ　　　 ”｛Vi＋
　金嬬サ　：：漂：
　　　　　　t　　　　ミヤマカタバミ　　　　＋　＋｝Vi＋
　フタリシズカ　　　　＋　．IVi∬
　タニギキョウ　　　　　　　　　1　　＋　iwi　r
　バイケイソウ　　　　　　　　　　エ　　　・　irvl　＋

　ツク’ベネソウ　　　　　　　　　　　・　　　＋　i　IV｛　II

　クラマゴケ　　　　　　　　　　　・　　　・　i∬71　・

　エイザンスミレ　　　　　　　　・　　・　iユVl　r

　ヤマシロギク　　　　　　　　　・　　　・　lr71　r

　オオイタヤメイゲツ　　　1　・｛皿II

　　　　　　l　　’　ツルニがクサ　　　　・　・1皿i・
　ミヤマハコペ　　　　　・ti皿峯’　コフウロ　　　　　・　・｛皿1・
　ホウチャクソウ　　　　　　　　　＋　　　＋　｝皿［i　＋

　ミツパアケビ　　　　　　　　　1　　　・　1皿l　I

　　　　　　I　　t　ムラサキシキブ　　　　1　＋1皿：1
　がマズミ　　　　1皿lvi五一
　　　　　　‘一両一・一一■ミズナラ亜群団区分種

ヒメシャ鵬亜群集区分種

　上メシャラ　　　皿VV皿
　ツルシキミ　　　　　　　　　　皿　　r7　　V　　N
　イヌツケ？　　　　　　　　　　　　Ir　　IU　　　V　　　N

ヒメシャラ亜群集区分種

　コアシ゜サイ　　　　　　　　　　　　　五　　・・　．lfV

　モミヅイチゴ　　＋　EV
　ヘビノネゴザ　　　　　　　＋　　・　　1，r］［V

　ミヤマカンスケ゜　　　　　　　　＋　　　＋　　　・　　IV

　ヤマアシ◆サイ　　　　　　　　　＋　　　・　　1

　ハリカ冷ワラビ　　＋II皿
　シロヨメナ　　 ＋・・皿　シシがシラ　　　　　　　　　　　1　　　＋　　　・　　］皿

　ココ．メウツギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿

　マツプサ　　　　　　　　　　1　　　・　　　　　皿

　タテヤマギク　　　　 班

　ヤマツツシ゜　　　　　　　　　　I　　　I　　　　　　皿

スズタケーブナ群団の種
　タンナサワフタギ
ツクA“ネウツギ

オオモミジ

ヤマボウシ

イ杁ゲ
クロモジ

トウコ’Oミツ’ベツッシ゜

クマシデ

オトコヨウゾメ

ゴヨウツツヅ

シラキ

拉∀VVlV］VVV皿］MVV
］VV∬N血・V’V
五∬皿V
u皿∬NI …　　u
…　　　皿
…　　　　 十

・　十　万　・

A B
a1 a2 b

a1→1a1－2

ササーブナオーダーの種

　ブナ　　　VVVV　戚ネカエデ　　　　　　　五　　＋　　・　皿
　ウリハダカエデ　　　　　　I　　I　　工　　五
　ホオノキ　　　　　　　　　　　∬　　江　　　・　　1

　：1シアプラ　　　　　　　　　　　∬　　　ll　　’　　　1

　：ハウチワカエデ　　　　　　　　　・　　＋　　　工　　　∬

　ミヤマイタチシダ　　　　　　　　＋　　　・　　　・　　＋

　ユキサ’y　　　　　　　　　　　・　　＋　　　・　　・

　シナノキ　　　　　　　　　　　・　　＋　　　・　　・

ブナクラスの種
　リョウプ　　　　　　　　　］rV’　宜　　IL　】v

　イワカ’5ミ　　　　　　　　　　　　皿　　　皿　　　1▽　　珂

　アオダモ　　　ll　ll皿W
　：ゴトウY’　’jL　　　　　　　　　　　I江　　N　　　I　　　皿

　ツタウルシ　　　　　　　　　　　．II　　I　　N　　頁

　サワシハφ　　　　　　　　　　　　1　　　・　　　I　　　I

　イタヤカエデ　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　r

随伴種
　アブ’7チャン　　 ］MVV皿　ミヤマイボタ　　皿VV皿V
　加ッカ　　　皿皿IW　マメザクラ　　　皿t［［皿］U
　アセビ　　　皿皿皿］V
　アオハダ　　　II皿工皿
　ハナイカダ　　　　　　　　　　1　　＋　　皿　　∬7

　ヱゴノキ　　　　　　　　　　　皿’　皿　　皿　　ll

　ツルマサギ　　　　　　　　　豆　　］町　　v　　耳

　イヌシデ　　　皿・血1五
　マユミ　　　1［五VI　カシ〉力工子゜　　1皿1皿
　サラサドウタ》　　　　　　　　皿　　＋　　・　　皿

　シキミ　　　ll皿工1　コハ’ノカ’マズミ　　　　　　　　1　　＋　　　・　　皿

　ウツギ　　 ＋1∬虹　ミズキ　　IU・エ　イヌヤマハッカ　　　　　　　　　　・　　　、　　　1　　　∬

　キクムグラ　　 ・＋皿江　ミゾシダ　　　　　　　　　　　　　・　　　＋　　　II　　II

　ノリウツギ　　　　　　　　　　　＋　　　＋　　　・　　宜

　スノキ　　　　　　　　　　　　＋　　1　　　．　　丑　，

　オオカモメツ’Jレ　　　　　　　　・　　＋　　　・　　五

　ヤマウコギ　　　 …　皿
　茸麟キ　＋141
　ナがパノスミレサイシン　　　　＋　　　　　　・　　∬

　ニワトコ　　　　　＋　口’皿　・
　ツルウメモドキ　　　　　　　　　I　　I【　　・　　r　　、

　ホソバシケシダ　　　　　　　　1　　＋　　rr　　＋

　ヤマシ’オウ　　　　　　　　　　・　　＋　　　1　　∬

　ヒコサンヒメシャラ　　　　　　　　　I　　　I　　　・　　　＋

　アカショウマ　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　H

　ヒメウツギ　　　　　　　　　　　＋　　　　　　・　　∬

　シモツケソウ　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　五

　タマZシごサイ　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　皿

　サルトリイハ’ラ　　　　　　　　　　　＋

　　　　　　　・
五

　ヤマイヌワラピ　　　　　　　＋　　＋　　1　　1

　エン？ウカエデ　　　　　　　1　　＋　　向　　1
，　ウラバグサ　　　　　　　　　　　　　　　　．　　∬

　ホソエノアザミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　U

　サンショウ　　　　　　　　　　＋　　＋　　1　　＋

　ハ’ライチゴ　　　　　　　　　　＋　　　・　　I　　　I

　メギ　　 11　1　ハkネダケ　　　　　　　　　　∬　　ll　　I

　以下省略


